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2月1日 1月 1日

男性 84,,757 84,849 

女性 79,266 79,291 

計 164,023 164,140 

世帯 67、610 67,691 

※世帯数は外国人世帯を除〈
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0
平
成
9
年
中
の
所
得
（
収
入
）

に
関
す
る
書
類

5
給
与
所
得
の
方
は
、
源
泉
徴
収

票
か
給
与
明
細
書

り
年
金
所
得
の
方
は
、
年
金
の
源

泉
徴
収
票

5
給
与
・

年
金
以
外
の
所
得
の
あ

る
方
は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費

の
算
定
基
礎
と
な
る
帳
簿
や
領
収

書
な
ど

0
平
成
9
年
中
の
控
除
に
関
す
る

書
類
5
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
、
損

害
保
険
料
を
支
払
っ
た
方
は
、
そ

の
支
払
証
明
書

り
国
民
健
康
保
険
•
国
民
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
方

は
、
そ
の
領
収
書
な
ど

5
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書
類

0
印
鑑

0
市
・
都
民
税
申
告
書
（
お
手
元

に
あ
る
方
は
忘
れ
ず
に
）

申
告
書
の
配
布

市
・
都
民
税
の
申
告
書
は
、
市

民
税
課
、
七
生
・
多
摩
平
両
支
所

で
配
布
し
て
い
ま
す
（
表
1
参

照）
。
ま
た
、
市
民
税
課
(
6
内
線

115S118)
へ
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
、

市
・
都
民
税
の
申
告
書
を
郵
送
し

ま
す
。

相
談
・
提
出
先

市
・
都
民
税
の
申
告
書
の
提
出

先
は
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
申
告
に
つ
い
て
の
相
談

を
、
表
2
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。
七
生
・
多
摩
平
両
支
所
で
は
、

市
・
都
民
税
申
告
書
の
提
出
は
で

市
・
都
民
税
申
告
時
の

必

要

書

類

税の申告用紙の配布・提出場所（表 1)

5主I七生・多摩平両支所では、申告相談はできません。
注 2七生・多摩平両支所にある確定申告の用紙は、一
般用、還付用のみです。

注3市民税課では、完成した申告書を預かり、日野税
務署へ送ります（内容についての相談はご遠慮を）。

市・都民税の申告相談・受付日程（表 2)

市役所 l階
10 I会議室

午前
9時～ 11時

午後
1時～ 4時

※土曜・日曜日は受け付けません。
※東京南農協七生支店には駐車場がありません。車での
来場はご遠慮を。

平成9年分から消費税の申告に併せて

地方消費税の申告が必要です

※消費税と地方消費税の申告と納税は、
i枚の申告書と納付書で行います。

所
得
税
の
確
定
申
告
の
申
告
書

提
出
先
は
、
日
野
税
務
署
で
す
。

▽
提
出
方
法
1
1
次
の
い
ず
れ
か
で

0
午
前
9
時

S
正
午
、
午
後
1
時

S
5時
に
日
野
税
務
署
に
持
参

0
日
野
税
務
署
(
〒
1
9
1
1
8
5
2

0
宮
399
の
1
)
に
郵
送

〇
休
日
・
時
間
外
に
、
日
野
税
務
署

正
面
に
あ
る
「
収
受
ポ
ス
ト
」
へ

▽
受
付
時
間
1
1
午
前

9
時

S
正

午
、
午
後
1
時
S
4時
（
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
）

▽
会
場
1
1
日
野
税
務
署
（
町
屋
バ

ス
停
下
車
徒
歩
8
分
）

確
定
申
告
に

つ
い
て
の
相
談

確
定
申
告
書
の
提

出
先
・
相
談
方
法

ク
市
・
都
民
税
の
申
告
と
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
期
間
ク

5

は、

2
月
16
日
⑲

S
3月
16
日
⑲
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
／

●
で
す
。
例
年
、

3
月
に
な
る
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
／

~

告
は
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

市
・
都
民
税
の
申
告
は

．
 

．
 市

役

所

市

民

税

課

ヘ

き
ま
す
が
、
税
専
門
の
職
員
が
い

な
い
た
め
、
申
告
相
談
は
で
き
ま

せ
ん
。
k

」
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
告
書
の

提
出
も
で
き
ま
す
。

▽
郵
送
先
1
1
日
野
市
役
所
市
民
税

課
(
〒
1
9
1
1
8
6
8
6
※
住
所
不

要）

命
収
入
が
な
く
て
も
、
次
の
方

は
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
ど
な
た
か
に
扶
養
さ
れ
て
い
て

も
、
そ
の
扶
養
者
と
同
居
し
て
い

な
い
方
（
単
身
赴
任
中
の
夫
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
妻
、
一
人
暮
ら
し

の
学
生
•
お
年
寄
り
な
ど
）
※
こ

0
市
役
所
1
階
市
民
税
課
へ
午
前

8
時
30
分
S
午
後
5
時
に
持
参

※
税
務
署
、
市
役
所
は
土
曜
・
日

曜
日
は
休
み
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
．．
 

：

日

野

税

務

へ

署

期限は

3月31日（火）
です

（日野税務署）

れ
ら
の
方
は
、
市
で
は
扶
養
関
係

の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
申
告

が
な
い
と
非
課
税
証
明
書
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方

⑱
会
社
が
市
役
所
に
給
与
支
払

報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
場
合
に

は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
前
年
、
給
与
を
2
カ
所

以
上
の
事
業
所
か
ら
受
け
て
い
た

方
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
転
職
し
た

方
で
、
前
職
分
を
含
め
て
年
末
調

整
さ
れ
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
）
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
確
定
申
告
す

る
方
は
、
申
告
書
1
面
左
下
隅
の

給
与
所
得
以
外
の
住
民
税
の
徴
収

方
法
の
選
択
欄
（
表
3
参
照
）
を

忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

給
与
以
外
の
所
得
に
対
す
る
市
・

都
民
税
を
給
与
か
ら
差
し
引
く
こ

と
を
希
望
す
る
場
合
は
、
「
特
別
徴

収
」
の
文
字
を
、
ま
た
、
給
与
か

ら
差
し
引
か
な
い
で
、
個
人
で
納

付
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は

⑮
現
在
無
職
で
も
、
昨
年
収
入

が
あ
っ
た
場
合
に
は
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
の

途
中
で
退
職
し
た
場
合
に
は
、
年

末
調
整
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
申
告
す
る
際
は
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
給
与

か
ら
天
引
き
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

R住民税・事業税に関する事項 （表3)

市
・
都
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

住
民
税

配当に関する
住民税の特例

円
l非居住者の特例 円

給与所得以外の住民税の徴収方法の選択……特別徴収・普通徴収

事
業
税

事業用資産の
譲渡損失など

平成 9 年
開（廃）業月日

月 日

円 I非課税所得・旧非謀
税事業の所得など

損益通算の特例適
用前の不動産所得

円

「
普
通
徴
収
」
の
文
字
を
丸
で
囲

ん
で
く
だ
さ
い
。

靡悶屡の確定刷告については

日野税務署（合585-5661)
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は
七
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斜
面
地
で
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宅
地
開
発
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ご
た
今
で
も
急
斜
面
で
す
か
ら
、
昔
は
往
来

焚
炉紹・

・

一
に
さ
ぞ
か
し
苦
労
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
集
落
で
は
、

1
軒
か
ら
1
人
ず
つ
人
手
を
皿

一

こ
の
住
宅
団
地
か
ら
さ
ら
に
東
に
登
っ
だ
し
て
、
年
に
1
回
農
作
業
が
始
ま
る
前
一

一
た
所
に
、
急
坂
の
山
道
が
残
っ
て
い
ま
す
。
に
道
普
請
を
し
た
そ
う
で
す
。
圃

て
J

の
山
道
は
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
こ
現
在
「
七
曲
り
」
の
地
名
は
、
近
く
の
一

な
な
ま
が

て
と
か
ら
「
七
曲
り
」
と
呼
ば
れ
、
周
辺
の
公
園
名
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
ま
た
七
一

一
小
字
も
そ
う
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
丘
陵
の
尾
根
道
は
、
七
生
丘
陵
散
策
コ
一

一
昔
、
南
平
の
田
中
集
落
の
人
た
ち
は
、
ー
ス
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
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投票所一覧表

日野第一中学校 日野本町7-7-7

日野本町2-14-1

新町3-24-1

日野台地区センター

日野第三小学校

日野第二中学校

日野第八小学校

日野台4..:17

日野台2-1

日野第五小学校

次
の
理
由
で
投
票
日
当
日
に
投

票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
前
も
っ

て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

――

―
 

1

2

 

4

4

 

1

1

1

 

2

0

1

7

 

田

20

保

↑

豊

沢

久

平

東

三

程

南

多摩平4-5-2

平山4-8-6

百草896-1

多摩平6-21

多摩平3-21

旭が丘5-21-1

南平4-18-1

高幡402

百草999

日野第三中学校

日野第四中学校

程久保650

旭が丘2-42

西平山2-3-1

日野第七小学校 神明3-2

大坂上4-17-1

落川都営住宅地区センター 落川819

程久保2-7-2

ひらやま児童館 平山3-26-3

今
回
の
選
挙
か
ら
投
票
区
が
3

カ
所
増
え
、
落
川
、
百
草
、
程
久

保
、
平
山
、
南
平
の
一
部
の
地
域

で
投
票
所
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

変
更
に
な
る
地
域
の
方
に
は
1
月

示

投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
以
前
に
日
野
市
で

投
票
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
住

所
な
ど
の
異
動
が
な
い
限
り
そ
の

ま
ま
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

る
方
は
、
昭
和
53
年
2
月
23
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
9
年

11
月
14
日
ま
で
に
日
野
市
に
転
入

届
を
出
し
て
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
、
投
票
日
ま
で
引
き
続
き

日
野
市
に
住
ん
で
い
る
方
で
す
。

投
票
所
入
場
券
は
、

2
月
16
日

同
ご
ろ
ま
で
に
郵
送
で
お
届
け
し

ま
す
。
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

万
一
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場

合
は
、
投
票
日
当
日
、
投
票
所
の
受

付
係
に
申
し
出
て
入
場
券
の
再
発

行
を
受
け
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

不在者投票の場所
（市役所5階）

504会講室 502会議室(15日のみ）

2
月
3
日
ま
で
に
市
内
転
居

し
、
転
居
届
を
出
し
た
方
は
、
新

し
い
住
所
地
の
投
票
所
で
、
ま
た
、

2
月
4
日
以
降
に
転
居
届
を
出
し

た
方
は
、
前
の
住
所
地
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

①
投
票
区
の
区
域
外
で
仕
事
を
す

る
予
定
の
方
②
や
む
を
得
な
い
用

務
や
事
故
の
た
め
日
野
市
外
に
滞

在
中
か
旅
行
中
の
方
③
病
気
な
ど

の
た
め
歩
行
が
困
難
な
方

▽
受
付
日
時
1
1
2
月
15
日
回
S
2
1

日
国
午
前
8
時
30
分
S
午
後
5
時

※
土
曜
・
日
曜
日
も
同
じ

▽
場
所
1
1
市
役
所
5
階
504
会
議
室

（
別
図
参
照
）
※

15
日
は
502
会
議
室

▽
持
ち
物
1
1
印
鑑
、
投
票
所
入
場

券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

▽
注
意
1
1
①
入
場
券
が
な
く
て
も

印
鑑
が
あ
れ
ば
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
②
旅
行
先
な
ど
の
住
所
を

お
聞
き
し
ま
す
。
r
J

承
知
く
だ
さ

い
③
長
期
不
在
者
は
滞
在
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
、
担
定
病
院
等

に
入
院
し
て
い
る
方
は
そ
の
病
院

等
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

投
票
所
で
の
投
票
が
困
難
な
方
は
、

郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
郵
便
投
票
を
行
う
に
は

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

投
票
日
当
日
、
身
体
に
障
害
が

あ
る
な
ど
の
理
由
で
字
の
書
け
な

い
方
は
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
係
員
が
投
票
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。
投
票
の
秘
密
選
挙
公
報
は
、

2
月
18
日
困
の
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市
と
民
間
事
業
所
が
締
結
し
ま
し
た

災
害
時
の
飲
料
水
供
給
協
定

市
で
は
、
コ
ニ
カ
諒
、
向
東
芝
、
こ
の
協
定
は
、
大
規
模
な
災
害

富
士
電
機
卸
と
「
災
害
時
に
お
け
が
発
生
し
た
場
合
、
民
間
事
業
所

る
飲
料
水
の
供
給
協
力
に
関
す
る
の
協
力
を
得
て
、
よ
り
効
果
的
な

協
定
」
の
締
結
を
し
ま
し
た
（
写
災
害
復
旧
を
目
指
す
も
の
で
す
。

真

）

。

（

安

全

防

災

課

）

市
長
の
動
き

▽
16
日
1
1
市

p
協
新
年
交
流
会

（
市
役
所
食
堂
）
に
挨
拶
▽
17
日
1
1

市
民
自
治
学
園
修
了
式
（
庁
内
会

議
室
）
、
栄
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
新
年
会
（
同
サ
ー
ピ

ス
セ
ン
タ
ー
）
、
第
1
回
み
ど
り
と

水
の
市
民
塾
（
庁
内
会
議
室
）
に
挨

拶
▽

19
日
1
1
日
野
市
都
市
計
画
審

議
会
（
庁
内
会
議
室
）
、
東
京
都
市

長
会
厚
生
部
会
（
東
京
自
治
会
館
）

に
出
席
▽

20
日
1
1
日
野
市
商
工
会

青
年
部
新
春
経
済
講
演
会
（
商
工

会
館
）
に
講
師
▽

21
日
1
1
日
野
市

赤
十
字
奉
仕
団
新
年
会
（
中
央
福

祉
セ
ン
タ
ー
）
、
清
掃
従
事
者
褒
賞

式
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
に
挨

拶
、
東
京
都
地
域
産
業
振
興
協
会

新
春
特
別
集
会
（
都
立
科
学
技
術

大
学
）
に
出
席
▽

22
日
1
1
平
成
10

年
度
東
京
都
予
算
編
成
に
伴
う
市

町
村
長
合
同
会
議
（
都
庁
）
に
出

席
、
平
山
台
工
業
連
合
会
賀
詞
交

で

公
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
目
が
不
自

由
な
た
め
、
点
字
で
投
票
す
る
方

も
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。且

開
票
は
、
午
後
7
時
30
分
か
ら

南
平
体
育
館
（
南
平
4
の
23
の
1

6
5
9
1
.
1
5
4
1
)
で
行
い
ま
す
。

••••••••••••••••••••••••••••••••• 
以
上
、
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

(
6
内
線
551.552)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歓
会
（
陽
光
会
館
）
、
日
野
青
色
申

告
会
賀
詞
交
歓
会
（
市
内
）
に
挨
拶

▽
23
日
1
1
日
野
警
察
署
武
道
始
式

（
コ
ニ
カ
体
育
館
）
に
挨
拶
▽

24
日

1
1
日
野
市
公
共
住
宅
自
治
会
協
議

会
と
話
し
合
い
（
庁
内
会
議
室
）
、

教
育
行
政
懇
談
会
（
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
）
に
挨
拶
▽

26
日
1
1
東
京

都
市
長
会
議
、
三
多
摩
地
区
消
防

運
営
協
議
会
第
一
部
会
（
と
も
に

東
京
自
治
会
館
）
に
出
席
▽
27
日

11南
多
摩
東
部
共
立
病
院
組
合
定

例
議
会
（
庁
内
会
議
室
）
に
出
席
▽

28
日
1
1
日
野
市
地
域
保
健
協
議
会

（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶

▽
30
日
11
日
野
市
遺
族
会
新
年
会

（
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶
、

南
多
摩
斎
場
組
合
管
理
者
会
議
及

ぴ
議
会
定
例
会
（
町
田
市
）
に
出
席

▽
31
日
1
1
日
野
市
民
間
保
育
園
連

合
会
保
育
ま
つ
り
（
市
民
会
館
）
、

日
本
フ
ラ
ン
ス
文
化
交
流
．
―
-
小

和
太
鼓
同
好
会
演
奏
壮
行
会
（
同

校
）
、
東
京
都
消
防
協
会
南
多
摩
支

部
幹
部
研
修
会
（
市
内
）
に
挨
拶

す

日
刊
6
紙
（
朝
日
、
読
売
、
毎
日
、

東
京
、
産
経
日
本
経
済
）
の
朝

刊
に
折
り
込
み
ま
す
。
新
聞
を
購

読
し
て
い
な
い
方
に
は
、
別
表
の

公
共
施
設
等
に
選
挙
公
報
を
備
え

て
お
き
ま
す
。
f
J

利
用
く
だ
さ
い
。

あさひがおか保育園

新井地区センター

あらい保育園

大坂西地区センター

市役所

市立総合病院

高幡不動駅

滝合地区センター

多摩平三丁目

地区センター

多摩平支所

多摩動物公園駅

中央公民館

中央図書館

豊日駅

七生支所

西ケ丘地区センター

西平山地区センター

日野駅

日野北郵便局

日野新町郵便局

日野台地区センター

日野高幡台酪便局

日野那便局

ひらやま児童館

平山城址公園駅

吹上地区センター

程久保地区センター

みさわ保育園

南平駅

南平小学校

南百草地区センタ＿

百草園駅

湯沢福社センター

殴
含等
謁臼水
諏

▽
コ
ー
ス
・
日
程
・
定
員
11別

表
の
と
お
り
※
雨
天
実
施

▽
時
間
1
1
午
前
9
時
S
午
後
5

時▽
対
象
11都
営
水
道
を
使
用
し

て
い
る
地
域
の
新
小
学
4
年
生

と
保
護
者
※
兄
弟
姉
妹
同
行
可

▽
持
ち
物
1
1
昼
食

▽
申
込
み
1
1
3
月
9
日
回
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で

(
1
グ
ル
ー
プ
ー

通、

4
人
ま
で
）
。
往

信
用
裏
面
に
希
望
コ

ー
ス
、
出
発
地
、
希
望

．

i

表

見
学
日
、
参
加
者
全

員
の
住
所
・
氏
名
．
程

年
齢
、
代
表
者
の
電
日会学

話
誉
方
を
、
返
信
用

表
面
に
代
表
者
の
件
見

ヽ

ん

又
―
-=-a 
施

所
、
氏
名
を
記
入
し

道

東
京
都
水
道
局
広
報

課
見
学
会
係
（
〒
囮
水

|
8
0
0
1
※
住
所

不
要
6
0
3
.
5
3
2

0
.
6
3
2
6
)

へ

平
成

10年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は

4
月
に
行
い
ま
す
。
期
間

は
4
月
1
日
肉
ー
20日
囲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、

本

紙

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

（

資

産

税

課

）
小河内貯水池ー小作浄水場

利根大ぜき ～さきたま風土
記の丘～朝霞浄水場

［春休み親子

100人

水質センター・水道歴史館
ーお台場海浜公園～水の科
学館

各日
50人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

令ン遍ン念

今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
は
、

任
期
満
了
(
3
月
8
日
回
）
に
伴
う

も
の
で
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

市
末
に
通
知
し
ま
し
た
が
、
お
問
違

え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一近時な間 2こは月
の午 22
選前日
挙 7 （日）
に時は
、S‘
あ日午
な後野

店6 市
一時雙
票予蘊
を。員

嘉わ選
にた書
い上投
か'-
ち
声
ノ」ヽ

菫の日
生 で
し活完
ょ
← -

っに投。身票― 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
せ
ん
か

▽
報
酬
1
1
4
時
間
ま
で
2
千
ム
の
相
手
な
ど
。
活
動
は
週
1

円、

4
時
間
以
上
3
千

円

日

午

前

10
時

S
正
午
ま
た
は
午

②

食

事

作

り

後

2
時
S
4時
②
将
棋
ク
ラ
ブ

▽
内
容
11痴
ほ
う
の
お
年
寄
り
（
参
加
者
5
人
程
度
）
で
の
将

が
通
う
施
設
「
ケ
ア
・
セ
ン
タ
棋
の
相
手
。
日
時
は
相
談
に
応

ー
や
わ
ら
ぎ
日
野
」
（
市
役
所
近
じ
ま
す

く
）
で
の
昼
食
作
り
(15S20
食

以

上

▽

問

合

せ

先
1
1
①
…
日

程
度
）
。
活
動
は
月
曜

S
金
曜
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

(6582.

午
前
10
時
S
午
後
2
時
の
問

2

3

1

9
、
F
A
X
5
8
3
.
9
2
0

③
日
野
療
護
園
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

5
)
／
②
・
③
・
：
日
野
市
社
会
福

▽
内
容
11①
同
園
の
喫
茶
室
で
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

入
居
者
と
の
話
し
相
手
、
ゲ
ー
タ
ー

(
6
5
8
2
.
2
3
1
8
)
00 

♦

▲
▼

♦
♦

▲
▼

♦

▲
▼

♦

▲
▼

♦

’
 

ー

1
/
1
_
1
1
_
1
1
_
1
1
_
1
1

/

I

I

I

I

I

偽

投
票
は

2
月
2
2
B
午
前
7
時
ー
午
後
6
時

選
び
ま
す

私
の
町
で
す

こ
の

票

郵

票

①
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
プ
（
車
い
す

ご
と
乗
れ
る
車
）
運
転
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア

▽
内
容
1
1
市
内
の
車
い
す
利
用

者
と
歩
行
困
難
な
方
が
通
院
や

外
出
を
す
る
と
き
の
送
迎
。
活

動
は
平
日
午
前
8
時
S
午
後
7

時
30
分
の
間

▽
対
象
1126
歳
S
お
お
む
ね
65

歳
く
ら
い
の
普
通
運
転
免
許
所

持
者
で
、
運
転
歴
5
年
以
上
、

無
事
故
の
方

道
路
に
看
板
や
日
よ
け
を
設

置
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
道

路
管
理
者
の
許
可
（
道
路
占
用

許
可
）
を
受
け
、
占
用
料
を
支

払
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
占
用
許
可
期
間
満
了

後
も
引
き
続
き
看
板
な
ど
を
設

置
す
る
場
合
に
は
、
更
新
手
続

き
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
占
用
料
・
申
請
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

道
路
に
看
板
・
日
よ
け
を
設
置
す
る
と
き

道
路
占
用
許
可
が
必
要
で
す

、,0し▽問
合
せ
先
11市
道
…
市
管
理

課
6
内
線
335
／
市
内
の
都
道
…

南
多
摩
西
部
建
設
事
務
所
管
理

課

(
6
0
4
2
6
.
4
4
.
1
1

1
1
)
／
市
内
の
国
道
…
相
武

国
道
工
事
事
務
所
日
野
出
張
所

(
6
5
8
2
.
0
4
0
8
)
 



(3) 広報Z’っ、 1998年（平成10年）2月15日
第937号 胞康で（‘ ぎし万ぎと した姜ちに

市役所
ィt表電話 云 585-1111

離
乳
食
教
室

犬
の
適
正
飼
育

セ

ミ

ナ

ー

ゃ
ん
と
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

~
 ．．
 
｀
‘
[
→
●
-
~
ト
』

·
·5

可
愛
い
犬
を
飼
っ
て
い
て
も
、

正
し
く
飼
育
し
な
け
れ
ば
、
犬
も

飼
い
主
も
楽
し
く
生
活
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
家
族
で
参
加

し
て
、
正
し
い
飼
育
方
法
を
学
ぴ

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
3
月
8
日
回
午
後
1
時

30
分
S
4
時
30
分

▽
会
場
11中
央
公
民
館

▽
内
容
11
犬
の
病
気
・
食
事
・
法

律
に
つ
い
て
の
講
義
。
犬
の
し
つ

け
方
の
実
演

▽
注
意
11当
日
、
会
場
に
ペ
ッ
ト

の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

▽
主
催
11
日
野
市
獣
医
師
会

※
申
し
込
み
不
要
、
当
日
直
接
会

場
へ
。

成
9
年
10
月
1
日
S11
月
30
日
生

ま
れ
）
と
親

▽
定
員
1125
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
を
。

接
種
が
済
ん
で
い
な
い
お
子
さ

ん
は
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

竺
一
種
混
合

▽
対
象
11第
1
期
初
回
接
種
…
生

後
3
カ
月
S
7
歳

6
カ
月
末
満

（
接
種
当
日
）
で
、
初
回
接
種
が
終

わ
っ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
／
第

1

期
追
加
接
種
…
初
回
接
種
終
了
か

ら
1
年
以
上
経
過
し
、
7
歳
6
カ

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以
●
一
日
人
間
ド
ッ
ク

外
の
食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣
病
気
の
早
期
発
見
に
は
定
期
的

を
付
け
る
準
備
と
し
て
、
離
乳
食
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
必

教

室

を

開

催

し

ま

す

。

要

で

す

。

一
日
人
間
ド
ッ
ク
で
、

▽
日
時
1
1
3
月
10
日

g
午
前
10
時
あ
な
た
の
体
の
健
康
を
チ
ェ

ッ
ク

S11時
30
分

し

て

み

ま

せ

ん

か

。

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
検
査
日
・
定
員
11毎
週
火
曜
・

▽
内
容
11離
乳
食
の
進
め
方
の
講
木
曜
日
各
3
人
（
予
約
制
）

話
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
対
象
11市
内
在
住
・
在
勤
者

▽
対
象
11生
後
4
、
5
カ
月
児
（
平

▽
費
用
11女
性
…
3
万
8
千
400
円、

埒
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
ぷ
゜令

i

わ
だ
し
、
一
歳
に
な
り
ま
し
だ

i

ゃ

令令

令

有
我
桃
美
ち
ゃ
ん
（
あ
り
が
・

中今
も
も
み
。
平
成
9
年
2
月

令
1
日
午
前
10
時
30
分
生
ま

ゃ令
れ
。
父
．
勝
さ
ん
、
母
・

令令
恵
美
さ
ん
一
旭
が
丘
二
丁

目
在
住
）

令令ゃ

9
カ
月
で
歩
き
始
め
、

令
今
で
は
大
好
き
な
お
兄
ち

令¢
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令

月
末
満
（
接
種
当
日
）
で
追
加
接
種

を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
11第
1
期
初
回
接
種

…
3
週

S
8週
の
間
隔
で
3
回
接

種
／
第
1
期
追
加
接
種
・
・
・
初
回
接

種
終
了
後
1
年
S
1
年
6
カ
月
の

間
に
1
回
接
種

＠
麻
し
ん
（
は
し
か
）
、
風
し
ん

▽
対
象
1
1
1
歳
S
7
歳
6
カ
月
末

満
（
接
種
当
日
）
の
お
子
さ
ん

＠
日
本
脳
炎

▽
対
象
11第
1
期
初
回
接
種
…
3

歳
S
7
歳
6
カ
月
末
満
（
接
種
当

日
）
で
、
初
回
接
種
が
終
わ
っ
て

い
な
い
お
子
さ
ん
／
第
1
期
追
加

接
種
…
初
回
接
種
終
了
後
約
1
年

経
過
し
、
追
加
接
種
を
受
け
て
い

な
い
7
歳
6
カ
月
末
満
（
接
種
当

日
）
の
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
11第
1
期
初
回
接
種

••• 

1
週
＼
4
週
の
間
隔
で
2
回
接

種
／
第
1
期
追
加
接
種
…
初
回
接

種
か
ら
約
1
年
経
過
後
に
1
回
接

種男
性
…
3
万
4
千
100
円

※
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査
、
エ
イ
ズ

検
査
は
別
料
金
。

●
脳
ド
ッ
ク

脳
出
血
、
脳
こ
う
そ
く
、
ク
モ

膜
下
出
血
な
ど
の
早
期
発
見
の
た

め
に
お
勧
め
し
ま
す
。

M
R
I
（臨

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
実
施
期
間

1
1
1
年
中

▽
実
施
場
所
11別
表
の
医
療
機
関

▽
受
付
時
間
11事
前
に
各
医
療
機

関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▽
注
意
11①
冊
子

「予
防
接
種
と

=＝＝＝＝＝-
＝＝＝＝-＝
-＝＝-＝=＝＝＝＝
＝＝＝＝-＝＝
＝＝＝
＝=＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝=-＝＝-＝＝＝＝-
=＝＝＝-＝=＝＝＝＝＝＝-＝＝
＝-=＝＝-
=＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝==＝＝＝-＝＝＝＝=＝＝＝＝=＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝
＝＝＝＝==＝＝
＝＝＝＝＝
＝＝＝＝=
＝-＝＝＝＝=-

気
共
鳴
画
像
診
断
装
置
）
を
使
っ

た
検
査
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
検
査
日
・
定
員
11毎
週
火
曜
・

木
曜
日
各
1
人
（
予
約
制
）

▽
対
象
11市
内
在
住
・
在
勤
者

▽
費
用
1
1
4
万
5
千
円

以
上
▽
受
付
日
時
11毎
日
午
前

8
時
30
分
S
午
後
5
時
※
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
会
場
・
申
込
み
先
11市
立
総
合

病
院

(
6
5
8
1
.
2
6
7
7
)

赤
十
字
家
庭
看
護
法
講
習
会

赤
十
字
家
庭
看
護
法
短
期
講
習

▽
持
ち
物
11筆
記
用
具
（
動
き
や

会
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

す
い
服
装
で
参
加
を
）

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
※
ほ
か
に
正
規
講
習
会
(
4
日
間
）

▽
日
程
・
コ
ー
ス
名
・
内
容
1
1
3

も
行
っ
て
い
ま
す
。

月
10
日
的
：
M
5
・
病
人
の
体
の
▽
申
込
み
1
1
3
月
5
日
困
（
必
着
）

清
潔

S
身
だ
し
な
み
の
お
世
話
と
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

体

の

ふ

き

方

裏

面

に

、

住

所

、

氏

名

（ふ
り
が

▽
時
間
11午
後
1
時
30
分
S
4
時
な
）
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
職
業
、

▽
会
場
11武
蔵
野
赤
十
字
病
院
武
電
話
番
号
、
コ
ー
ス
名
を
、
返
信

蔵
野
救
護
倉
庫

(
J
R
中
央
線
武
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

蔵
境
駅
南
口
徒
歩
8
分

）

日

本

赤

十

字

社

東

京

都

支

部

救

護

▽
定
員
1125
人

課

家

庭

看

護

係

(

〒

169ー

0
0
7

市
立
総
合
病
院
で
検
診
を

一
日
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク

個別予防接種実施医療機関一覧表

多摩平1-8-3

多摩平3-13-9

平山6-5-13

旭が丘2-3-16

多摩平6-32-14 工
多摩平3-14-4

子
ど
も
の
健
康
j

(
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
内
健
康
課
、
七
生
・
多
摩
平

両
支
所
、
市
役
所
1
階
市
民
相
談

窓
口
で
配
布
）
を
お
読
み
で
な
い

場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
②
母

子
健
康
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
③

予
診
票
は
各
医
療
機
関
に
あ
り
ま

す
④
検
温
は
各
医
療
機
関
で
実

施
し
ま
す

烹
問
い
合
わ
せ
は
健
康
課
へ
。

南
多
摩
保
健
所
で

詞
固
参
老
人

圏

旗

舎

物
忘
れ
が
ひ
ど
い
、
間
違
い
が

多
く
な
っ
た
、
最
近
人
が
変
わ
っ

た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
ん
な
こ
と

2
新
宿
区
大
久
保
1
の
2
の
1
5
6

.
5
2
7
3
.
6
7
4
6
)
〈

3
 ゜

※
申
込
多
数
は
抽
選

個
別
予
防
接
種

s=＿
種
混
合
、
風
し
ん
、

麻
し
ん
、
日
本
脳
炎

s

平山6-22-1

落川345

多摩平6-36-10

豊田4-34-4

多摩平4-9-1

豊田4-31-11

日野1077-33

至
日
野
駅

都民名曲サロンシリーズ

東京フィル
スプリングコンサート

第5回多鼠フレッシュ音楽コンクー）~7各邸門優勝者共演

落)11696-4

田中内科クリニック（内科）
裏幡328轟久僕医療ピルft593-7576

R潤徳小

3月14日(±)
午後6時開演

市民会館大ホール

2,000円（畠塁）
如苓ル．

70歳以上・大学生以下は500円引き

で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

奮
っ
て
f
J

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
3
月
2
日
⑲
午
後
1
時

30
分
S
3
時
30
分

▽
舎
場
11南
多
摩
保
健
所
（
多
摩

市）▽
講
師
11鈴
木
義
徳
氏
（
桜
ケ
丘

記
念
病
院
医
師
）

▽
申
込
み
先
11
南
多
摩
保
健
所

(6
0
4
2
3
.
7
1
.
7
6
6
1
)
 

渡辺医院（豊・内科）
多摩平3-19-7 ft581-1324 

至
八王子

須賀小児科（児科）

●幡328森久保医療ピルft593-7888 

R 潤徳小

586-1061 

591-4621 I 01010 

591-5216 I O I O I 0 

581-2204! 0 1010 

5a 1-0433 I O I O I 0 

581-0474101010 

583-1030101010 

多磨平1-3-5ダイカンプラザ1階1se5-2591 I 0 1 IO 

581-0158101010 

594-3688101010 

581-267710 10 10 

585-1731j010 10 

高幡328森久保医療ビル内 593-788a I O I O I 0 

多摩平7-6-3 I 584-6□021 O I O I 0 

591-28s210 10 10 

多麿平1-10-4清水第一ビル2階1584-611610 10 10

581-2525 I O I O I 0 

586-77251 I I 0 

581-617510 10 10 

591-36001010 10 

593-1 s61 I O I O I 0 

5B4-2sn I O I O I 0 

百豆999百互団地医療センター内 I591-13121010 10 

5s 1-05o4 I O I O I 0 

584-56331010 10 

南平s-1-21

多摩平6-1-1

日野602-2

栄町1-3-9

東豊田4-23-10

日野台4-26-16

南平8-10-27

南平3-20-32

旭が丘6-10-8

多摩平6-31-4

神明4-24-1

0
10
1
0
10
10
10
1
0
1
0
1
0
1
0
10
1
0
10
1
0
10
1
0
1
0
10
10
1
0
1
0
10
1
0
1
0
10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
 

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
急息テレホンセンター

（日野消防署 ft581-0119)へ問い合わせを。
I l l 

28 
(±) 

20
面

耳

鼻

咽

喉

科

内

科

21
出

（
夜
）
児
・
内
・
外
科

（

午

後

）

外

科

（
午
前
）
児
・
内
・
整
形
外
科

内

科

23 
~ ) 
24
凶
25
困
26
困
27
画

内

科

泌

尿

器

科

眼

科

外

科

内

科

午

後

・

夜

）

外

科

午

前

）

児

・

外

科

外

科

内

科

内

科

外

科

内

科

内

・

外

科

0
1
0
1
0
10
1
0
Io
 I
 
0
10
1
0
1
・0
1
0
1
0
1
 O
 I
0
10
10
1
0
1
0
1
0
10
10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
 

0
1
0
10
 

2月15日（日）・21日(±)
22日（日）・ 28日(±)

午後 7時30分ー 10時30分

内科・小児科

日野本町 1-7-2
生活・保健センター分室

ff584-1661 

2月15日（日）・22日（日）

午前 9時～正午、午後 1時-5時
（受け付けは 4時まで）

高幡308-I日野保儘所跡
ft594-21 I I 
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►

デ
イ
ホ
ー
ム
で
の
風
景

■第
1
次
調
査
：
平
成
8
年
1
1
月

1
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
方

(
1

万
8
千
900
人
）す
べ
て
を
対
象
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
り
調
査
を
行
い

ま
し
た
（
有
効
回
答
数
1
万

5
千

217
人）■第
2
次
調
査
・
・
第
1
次
調
査
の

結
果
、
介
謹
を
必
要
と
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
高
齢
者
(
9
0
7
人
）
を

抽
出
し
、
民
生
委
員
の
協
力
を
得

て
訪
問
調
査
を
行
い
ま
し
た

「
寝
た
き
り
」
と
回
答
し
た
方

が
642
人
、
「
要
援
護
（
寝
た
き
り
で

は
な
い
が
人
の
助
け
が
必
要
な
状

態
に
あ
る
方
）
」
が
1
千
1
人
、
「
入

所
・
入
院
」
が
443
人
と
い
う
結
果

を
得
ま
し
た
。
合
計
し
て
2
千
86

人
、
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
高
齢

者
の
10
人
に
1
人
は
何
ら
か
の
助

け
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
（
第
1
次
調
査
）
。

睾
3

健

康

状

態

調

査

方

法

ヽ

I
 

i
 
!
 

問 介護を受けている方の病気についてうかかいます。あて
はまる病気かあればいくつでもあけてください。 表1

59 

13 12 

24 33 

65 

※単位：人

137 

50 

10 

29 

80 

“ 
17 20 52 49 12 19 37 419 152 

21 

384 
I 

21 o 1 87 I 89 I 288 I 256 I 62 I 11 s I 191 I 3s I 2,os4 I 825 
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10 

48 

16 

37 
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31 
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II 

66 

20 

25 

83 20 

IO I 

238 

959 

40 

108 

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

-
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
平
成
8
年
12
月
か
ら
平
成
9

一
年
2
月
に
か
け
て
健
康
状
態
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し

ー
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
調
査
結
果
の
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ほ
う

ま
た
、
「
痴
呆
症
状
が
あ
る
」
と

の
回
答
は
1
千
67
人
で
、
第
1
次

調
査
の
回
答
数
中
約
7
％
を
占
め

ま
す
。「
寝
た
き
り
」
お
よ
び

「
準
寝

た
き
り
（
寝
た
き
り
程
重
く
な
い

が
、
介
護
を
要
す
る
状
態
）
」
の
方

か
ら
は
、

「脳
血
管
に
関
す
る
疾

患
」
、
「
高
血
圧
」
、
「
骨
粗
し
ょ
う

症

・
骨
折
」
の
順
で
多
く
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
加
齢
に
よ
る
目
の
衰
え
、

循
環
器
系
の
疾
患
、
骨
や
関
節
の

異
常
が
目
立
ち
、
特
に
「
骨
粗
し

ょ
う
症

・
骨
折
」
が
寝
た
き
り
を

生
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る

全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
健
康

な
方
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
か
、

「高
齢
者
住
宅
」
に
つ
い
て
の
要

望
が
最
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た

が、

「寝
た
き
り
」
お
よ
び
「
要
援

護
」
の
方
は
、
全
体
と
比
較
す
る

と
在
宅
介
護
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

（
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
、
「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
」
、
「
デ
イ
ホ
ー
ム
」）を
必

要
と
す
る
割
合
が
高
く
、
ま
た
、

各
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
必
要
度

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

要
望
に
こ
た
え
て
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

「援
助
が
必
要
な
痴
呆
」
の
あ

る
方
か
ら
は
、

「ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
」

必
要
と
さ
れ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
が
特
徴
的
で
す
（
第

2
次
調

査
・
表
1
参
照
）
。
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問 現在、あなたはとのような福祉サーピスを必要として
いますか。あてはまるものをあげてください。 表2

156 38 

149 

425 I 962 I 198 I 866 I 525 I 786 I II I 42 I 97117,05514,982 

［̀；叫ご一％ーににt,-9̀t,̀f詞。`
63 17 68 

ら
し
」
の
割
合
は
減
少
し
、
家
族

と
の
同
居
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
「
一
人
暮
ら
し
」
で
、
「
寝

た
き
り
」
、
「
要
援
護
」
、
「
健
康
だ

が
援
助
が
必
要
な
痴
呆
」
の
方
、

つ
ま
り
何
ら
か
の
援
助
が
必
要
な

方
は
合
計
177
人
（
一
人
暮
ら
し
の

方
の
10
人
に
1
人
以
上
）
に
な
り

ま
す
（
第
一
次
調
査
）
。

介
護
者
（
介
護
を
す
る
方
）
と

介
護
を
受
け
る
方
と
の
関
係
は
、

全
体
の
傾
向
と
し
て
、

「
配
偶
者
」

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「寝
た
き
り
」
お
よ
び
「
重
度
痴

呆
」
状
態
の
方
の
介
護
者
は
、
介

護
に
か
か
る
負
担
が
大
き
い
た
め

か、

「子
」
お
よ
び
「
子
の
配
偶

者
」
が
「
配
偶
者
」
を
上
回
っ
て

い
ま
す
（
第
2
次
調
査
・
表
3
参

照）
。性別

で
見
る
と
、
有
効
回
答
数

中
約
8
0
%
（621
人
中
503
人
）
が
、

「
介
護
者
は
女
性
で
あ
る
」

と
回

答
し
て
お
り
、
か
た
よ
り
が
見
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
70
歳、

80
歳
代

問

13 

87 11.092 I 1,001 

652 74 I 

介護を受けている人との続柄を教えてくだ
さい。 表3

141 

53 53 31 15 152 

12 10 16 2
 

40 

23 36 35 14 108 

111 65 23 185 384 

229 825 

--------『―------
8.3% I 100% 

27.8% 

老
人
福
祉
課

6
内
線

235
※単位：人

問
問

100% 

介護をしていて困ることはありますか。
はまるものをあげてください。

あて

表4

同
居
対
象
と
し
て
多
い
回
答

は
、
順
に
「
配
偶
者
」
、
「
配
偶
者

お
よ
び
子
・
孫
」、
「
子
・
孫
」
、
「
一

人
暮
ら
し
」
と
な
っ
て
お
り
、

10

人
に
1
人
は
一
人
暮
ら
し
で
あ
る

と
い
え
ま
す
（
第
1
次
調
査
）
。

「
一
人
暮
ら
し
」
の
方
を
年
齢

階
級
別
に
見
る
と
、

75
歳
S79歳

の
階
級
に
お
い
て
回
答
数
の
12.

8
％
と
最
も
多
く
、
そ
れ
以
降
は

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
「
一
人
暮

等
の
家
庭
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
よ
り

「
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
」
、
「
デ
イ
ホ

ー
ム
」
、

「
老
人
ホ
ー
ム
」
と
い

っ

た
施
設
を
使
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

要
望
の
割
合
が
相
対
的
に
高
く
、

在
宅
で
の
痴
呆
高
齢
者
に
対
す
る

介
護
の
難
し
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま

す
（
第
1
次
調
査
・
表
2
参
照
）
。

同
居
の
形
態

介
護
を
め
ぐ
る
問
題
点

家庭での介護について今後、
いますか。

介
護
者
の
続
柄

の
男
性
介
護
者
数
も

61
人
に
上

り、

高
齢
の
男
性
配
偶
者
の
介
護

負
担
が
目
立
ち
ま
す
（
第
2
次
調

査）。介
護
者
の
病
気

介
護
者
の
う
ち
5
人
に
1
人
が

っ

関
節
、
腰
椎
に
疾
患
が
あ
る
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
介
護
負

担
に
よ
る
影
響
が
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
（
第
2
次
調
査
）
。

介
護
者
の
う
ち
3
人
に
1
人
が

介
護
者
自
身
の
生
活
に
あ
て
る
時

間
が
な
い
（
「
自
由
時
間
が
な
い
」

と

「
仕
事
に
就
け
な
い
」
を
足
し

た
も
の
）
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

次
に
多
い
回
答
は
、
「
将
来
の
見
通

し
が
立
た
な
い
」
と
い
う
も
の
で

す
（
第
2
次
調
査
・
表
4
参
照
）
。

「
在
宅
介
護
を
今
後
も
継
続
し

て
行
く
こ
と
が
可
能
か
」
と
い
う

問
い
に
は
、

3
人
に
1
人
が
否
定

的
な
回
答
（
「
環
境
が
整
え
ば
継
続

可
能
」
、
「
継
続
困
難
」
を
足
し
た

も
の
）
を
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
「
寝
た
き
り
」
お
よ
び

「
準
寝
た
き
り
」
の
状
態
の
方
の
介

護
よ
り
も

「
重
度
痴
呆
」
お
よ
び

「
中
度
痴
呆
」
の
状
態
の
方
の
介
護

の
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
こ
こ
に

も
表
れ
て
お
り
、
否
定
的
な
回
答

は
、
前
者
の
場
合
で
は
4
4
.
7
%
、

後
者
の
場
合
は
、

63
.
6
％
と
明

ら
か
な
差
が
見
ら
れ
ま
す
（
第
2

次
調
査

・
表
5
参
照
）。

••••••••••

••••••••••••••••••••••• 

平
成
12
年
の
公
的
介
護
保
険
制

度
開
始
に
伴
い
、
行
政
の
措
置
制

度
が
廃
止
さ
れ
、
介
護
認
定
の
方

法
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

景
気
停
滞
に
よ
る
緊
縮
財
政
の

も
と
禍
祉
を
め
ぐ
る
環
境
も
非
常

に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
調
査
結
果
が
示
す
通
り
、
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
で
は
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
的
確
に
見
極
め
、
拡
充
し

て
行
き
ま
す
。
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36 10 173 371 825 

とのようにしたいと考えて

表5

63 46 27 16 152 

14 11 13 40 

35 32 38 108 

81 33 35 235 384 

258 
------------
43.7% 

33.1% 

155 138 274 I 825 

----,,~::--—+ -------------
11.6% I 100% 

3.4% 100% 
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% I % I % 

-------------
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21.1% 
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ィt表電話 云 585-1111

公的年金と基礎年金番号

（導入前）
国民年金の年金

←―手帳の基瑛年金
； 番号で管理

： 厚生年金保険の

鼻：` 年金手帳の基礎年金一 .:◄ 
共済組合ごとの

番号で管理
.. 

： 番号で管理 ： 

わん

哀

泡で

蕊含弓
（平成9年1月以降）

； ， 

基礎年金番号で管理

「―ー記号 I I 連番号 l 

0000-000000 
(10けた）

基

礎

年

金

番

号

と

は

6.

国
民
年
金
に
は
、
日
本
に
住
む

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
外
国
籍
の
人
も
、
加
入
で
き

ま
す
（
昭
和
57
年
改
正
）
。

平
成
9
年
1
月
か
ら
す
べ
て
の

年
金
制
度
に
共
通
の
基
礎
年
金
番

号
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
（
表
1
参

照
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
的
年
金
に

加
入
し
て
い
た
全
記
録
が
同
一
の

番
号
で
整
理
さ
れ
、
近
い
将
来
、

年
金
の
手
続
き
や
照
会
な
ど
が
迅

速
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
年
金
記
録
の
管
理
に
あ
た
っ
て

必
す
加
入
す
る

の

で

す

か

6.

同

あ
な
た
は
と
の
種
別
に
該
当
し
ま
す
か
？

〈表
3
〉

自営業、農業、学生、勤 ！

めていても厚生年金に加 ：

入していない方など ： 
----------------------__, 

●自分で手続きをして、自

分で保険料を納めます。

職
業
に
よ
っ
て
次
の
3
種
類
に

分
け
ら
れ
ま
す
（
表
3
参
照
）
。

①
第
1
号
被
保
険
者

自
営
業
、
農
業
、
学
生
、
勤
め

国

民

年

金

の

被
保
険
者
は
6
.

は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ヘ
の

配
慮
を
最
優
先
し
て
い
ま
す
）
。

収
入
の
増
減
に
よ
っ
て
変
わ
っ

た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
定
額
で

す
。
ま
た
、
毎
年
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
平
成
9
年
度
1
1
1
万
2
千
800
円

▽
乎
成
10
年
度
1
1
1
万
3
千
300
円

＠
便
利
な
口
座
振
替
で

保
険
料
の
支
払
い
に
は
口
座
振

替
を
t
J
利
用
に
な
る
と
、
納
め
忘

れ
も
な
く
金
融
機
関
や
市
役
所
に

出
向
か
な
く
て
す
み
、
大
変
便
利

で
す
。ま
た
、
前
納
さ
れ
ま
す
と
、
年

15
万
9
千
600
円
が
、

15
万

5
千
750

円
と
な
り
ま
す

(
3
千
850
円
の
割

り
引
き
）
。

※

4
月
20
日
⑲
ま
で
に
前
納
口
座

振
替
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
平
成
10

年
度
分
を
前
納
さ
れ
た
方
は
応
募

に
よ
り
、
抽
選
で
年
金
福
祉
施
設

の
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
中
で
す
。
詳
し
く
は
、

• 
！会社員、公務員など（職 ：

：場で厚生年金か共済組合 ：

！に加入）
-----

●手続きと保険料の納付は

本人に代わって事業主が

行います。

• 
：会社員、公務員などの方 ：

: （第 2号被保険者）に扶養 ：

：されている妻または夫 ！ 
l_ _ --------------------_, 

次
の
六
つ
の
制
度
の
こ
と
で

す
。 公
的
年
金
と
は
6
.

国民年金の

甚本的な

仕組み

社
会
保
障
の
重
要
な
柱
と
し
て

高
齢
、
障
害
な
ど
の
際
に
、
所
得

保
障
を
行
い
、
生
活
の
安
定
を
維

持
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
保
険
料
は
現

在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
々
の
年
金

に
充
て
ら
れ
、
将
来
受
給
す
る
年

金
は
後
世
代
の
方
々
が
納
め
た
保

険
料
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
は
、
す

べ
て
の
人
が
相
互
に
助
け
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
重

要
な
社
会
保
障
制
度
で
す
（
表
2

参
照
）
。

6
5
歳
か
ら
次
の
老
齢
基
礎
年
金

が
受
け
取
れ
ま
す
。

▽
乎
成
9
年
度
1178
万
5
千
500
円

▽
乎
成
10
年
度
11未
定

こ
の
ほ
か
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
、
寡
婦
年
金
、
死

亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す
（
老
齢
基

礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
表
4
参

照）。高
齢
者
の
方
が
増
え
、
子
供
が

少
な
い
社
会
で
、
人
が
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
け
る
「
ま
ち
」
を
つ
く

る
基
礎
と
な
り
、
長
期
的
に
安
定

し
た
信
頼
の
持
て
る
年
金
制
度
に

し
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
と
共
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
気
軽
に
こ
相
談
く
だ

さ
い
。

保

険

料

は

い
く
ら
で
す
か
6.

受

け

取

る

年

金

額

は

6.

品季臼
急速に少子高齢化が進み、年金改

革の議論が活発化する中、年金につ

いての関心も高まっています。

そこで、数回シリーズで年金の基

本的な仕組みについてお知らせして

いきます。今号では、国民年金の枠

組みを紹介します。 （保険年金課）

国

民

年

金

の

自

的

は

6.

①
国
民
年
金

②
厚
生
年
金

③
国
家
公
務
員
共
済
組
合

④
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合

⑤
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合

⑥
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

国
民
年
金
は
、
公
的
年
金
の
土

台
部
分
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
1

参
照
）
。

て
い
て
も
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
方
な
ど

②
第
2
号
被
保
険
者

会
社
員
、
公
務
員
な
ど

③
第
3
号
被
保
険
者

会
社
員
、
公
務
員
な
ど
の
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
妻
ま
た
は
夫
。

届
け
出
が
必
要
で
、
こ
れ
を
忘
れ

ま
す
と
年
金
受
給
に
支
障
が
出
ま

す
な
お
、
第
1
号
被
保
険
者
は
自

分
自
身
で
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

●自分で手続きをする必要

がありますが、保険料は

配偶者が加入している年

金制度がまとめて納めます。

市
役
所
2
階
保
険
年
金
課
窓
口
に

置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
を
f
J

覧
く
だ

さ
い
。

＠
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と
き

に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金

額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の

3
分
の
1
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

10

年
以
内
な
ら
ば
免
除
期
間
の
保
険

料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈表巳〉

公的年金は

世代と世代の

支え合い

現役世代が納める保険料が今の

高齢世代を支え、現役世代が高齢

者になったときには、次の世代の

納める保険料が生活を支えて〈れ

る「世代間扶養」によって成り立っ

ています。

一
6
内
線

256S259

保
険
年
金
課

こんなときには、 こんな年金か・・ 〈表4〉

*65歳になったら……老齢基礎年金

..年（保額険 78万5納,5期00間円や＜平免成除9年度）
料の未 期間がある場合は減額されます）

〈ただし〉・・……保険料を納めた期間と免除期間の合計が25年ないと、 65歳になっ
ても年金はもらえません。

＊病気やけがで重い障害が残ったら……障害基礎年金

吟障害の程度が重い方 年額 98万1,900円（(1級）） 〈平成 9年度＞
障害の程度が軽い方 年額 78万5,500円 2級＜ ／／ ＞ 

〈ただし〉….....病気やけがで医者にかかる前障に、保険料を納めた期間か免除期間
がないと、もしものときも 害基宛年金はもらえません。

＊働き手が死亡し、妻や小さな子供が残されたら……遺族基礎年金

吟子供がいる妻は 年額 101万1.500円＜平成 9年度）
子供だけの場合は 年額 78万5,500円＜ II 〉

くただし〉………死亡する前遺族に、保険料を納めた期間か免除期間がないと、もしも
のときも 基宛年金はもらえません。

高齢世代

J“―
 
R
廿

現役世代
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象
人
、

1998年（平成10年）2月15日
第937号

広報Z'4(6) 
市役所
ィt表電話 云 585-1111

ー

1

I

~
 

□誓
詈
薗
爪
髪
甕

9
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
I.

川
や
海
の
水
を
き
れ
い
に
、
と

い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

安
全
な
水
と
そ
の
循
環
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

t
J

み
の
減
量

の
た
め
に
企
業
の
取
り
組
み
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館

(
6

5
8
3
.
4
3
4
6
)
 

▽
日
時
1
1
3
月
14
日
3
午
前
8

時
45
分

S
午
後
4
時

▽
会
場
11
羽
根
木
プ
レ
イ
パ
ー

ク
（
世
田
谷
区
）

▽
テ
ー
マ
11自
由
に
遊
べ
て
冒

険
が
で
き
る
公
園
へ
行
こ
う

▽
費
用
11580
円

●
ひ
ら
や
ま
児
童
館

(6592.

6
8
1
1
)
 

▽
日
時
1
1
3
月
14
日
山
午
前
9

時

S
午
後
3
時

一▽
会
場
11
昭
和
の
森
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
（
昭
島
市
）

簡
単
に
で
き
て
、
学
校
や
子
ど

も
会
な
ど
の
お
別
れ
会
や
新
入
生

歓
迎
会
に
ぴ
っ
た
り
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
お
教
え
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。
奮
っ
て
i
J

参
加
く
だ

さ
い
。

.

,
;

＇

』
·
~り

り

り

’

.
i
'

’

、,
＇

‘
,
i
;

；

i
'
,
i
'

り
＇
り
'
』
,
ヽ

•

時
30
分

S
午
後
4
時

▽
会
場
11
昭
和
記
念
公
園
（
立

川
市
）
▽
テ
ー
マ
11
リ
ー
ダ
ー
と
子
ど

も
の
森
で
遊
ぼ
う

▽
費
用
11200
円

●
み
さ
わ
児
童
館

(6
5
9
1
.
3

4
5
6
)
 

▽
日
時
1
1
3
月
14
日
3
午
前
9

時
30
分

S
午
後
3
時

▽
会
場
11
七
生
丘
陵
公
園

▽
テ
ー
マ
11探
検
！
わ
た
し
た

ち
の
ま
ち

▽
費
用
11130
円

●
し
ん
め
い
児
童
館

(6583.

6
5
8
8
)
 

▽
テ
ー
マ
11
リ
ー
ダ
ー
と

一
緒

に
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
も
う

▽
費
用
1
1
1
千
170
円

●
も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館

(
6

5
9
1
.
7
0
0
1
)
 

▽
日
時
1
1
3
月
14
日

g午
前
8

時
50
分
S
午
後
4
時

▽
会
場
11
科
学
技
術
館
（
千
代

田
区
）
▽
テ
ー
マ
11
わ
ん
ば
く
隊
お
も

し
ろ
科
学
に
挑
戦

▽
費
用
11800
円

●
ひ
の
児
童
館

(6
5
8
1
.
7
6

7
5
)
 

▽
日
時
1
1
3
月
14
日
国
午
前
9

-i"‘
、負'、

,
i
L
"．'`
_

バス見学会参加者募集
石けん工場とビール工場から学ぶ

今
回
の
バ
ス
見
学
会
で
は
、
昔

か
ら
使
わ
れ
安
全
性
が
立
証
さ
れ

て
い
る
石
け
ん
の
製
造
工
場
と、

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
（
再
使
用
）
び
ん

が
使
わ
れ
る
ピ
ー
ル
工
場
の
リ
サ

イ
ク
ル
状
況
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
3
月
1
1
日
困
午
前
8
時

S
午
後
5
時

▽
見
学
場
所
11
太
陽
油
脂
株
式
会

社
、
キ
リ
ン
横
浜
ピ
ア
ピ
レ
ッ
ジ

（
い
ず
れ
も
横
浜
市
）

▽
定
員
1140
人
（
先
着
順
）

▽
持
ち
物
11
昼
食

※
滑
り
に
く
い
靴
で
こ
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
み
1
1
2
月
16
日
⑲
か
ら
生

活
課

(6
5
8
1
.
4
1
1
2
)

へ

....

.... -： 

．．．．．．．．
．．．．
．．．．
 — 

．
 

9
9
 

t
 
ヽ

in/‘ 

遊
び
は
人
生
の
潤
滑
油
で
す
。

ど
ん
な
集
い
で
も
、
そ
の
中
に
ち

よ
っ
と
し
た
「
遊
び
・
ゲ
ー
ム
」

が
あ
る
と
、
み
ん
な
生
き
生
き
と

し
て
、

互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
れ
て
楽
し
く
な
る
も
の

で
す
。こ
の
講
座
で
は
、

高
齢
者
の
方

の
集
ま
り
に
役
立
つ
、
簡
単
で
と

て
も
盛
り
上
が
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。
高
齢
者
の

方
ば
か
り
で
な
く
、
み
な
さ
ん
こ

参
加
く
だ
さ
い
。

日
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実
技
講
習
会

2
8
お
別
れ
会
•
新
入
生
歓
迎
会

月2

に
役
立
つ
レ
ク
ゲ
ー
ム

▽
日
時
1
1
2
月

28日
g
午
前
10
時

S
正
午

▽
会
場
Ir生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11
日
野
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
研
究
会
会
員

▽
定
員
1150
人
（
先
着
順
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
＜

▽
日
時
1
1
3
月
14
日
国
午
前
9

時

30
分

S
午
後
4
時

▽
会
場
11
昭
和
記
念
公
園
（
立

川
市
）

．

▽
テ
ー
マ
11
子
ど
も
の
森
ヘ
レ

ッ
ツ
ゴ
ー
！

▽
費
用
11250
円

•••••••••••••

•••••••
•••••••••• 

以
上
、
各
館
と
も
▽
対
象
II

小
学
1
年
生
以
上

▽
定
員
1130
人
（
先
着
順
）

※
事
前
に
子
ど
も
向
け
の
説
明

会
あ
り
。
詳
細
は
各
児
童
館
へ

問
い
合
わ
せ
を
。

▽
申
込
み
1
1
2
月
1
6
日
向
か
ら

各
児
童
館
へ

▲冬でも暖か、温水プール

▽ の泳無 で＠
日達ぐ理湮渡湮
時成楽な戸る戸
II感しく大っ大
2 をみ泳橋 橋

且悶贔誓畠 る やってみよう．I
日い離み離 距
因まをまを
Sし泳せプ

離瀬戸大橋（の距離）を泳いで

27 よぐん l を
日うこかル 泳渡ろうと応急手当てミニ講座
曲゜と°でい

温
水
プ
ー
ル
で

＠
ン
成
ィ
阻

ァ
恨
汎

4
丞

日
野
市
勤
労
者
セ
ミ
ナ
—

唸
も
ら
え
る
の
か
心
配
な
年
金
の
話

＊
他
人
ご
と
で
な
い
リ
ス
ト
ラ
の
話

あ
な
た
に
は
関
係
な
い
と
い
え

▽
申
込
み
先
11産
業
振
興
課
6
内

ま
す
か
。
切
実
な
問
題
で
す
。

線

203／
脳
583

．4
1
9
8
※
手
話

▽
日
時
・
内
容
・
講
師
11
別
表
の
通
訳
あ
り
、
希
望
者
は
事
前
に
連

と

お

り

絡

を

▽
会
場1
1

勤
労
•

青
年
会
館

▽
定
員
11
各
回
80
人
（
先
着
順
）

•••..••
.•••••
...••••••••••••••••

•.••••••
••••••••••••••• 

だ
さ
い
。

▽
申
込
み
1
1
2
月
1
6
日
回
か
ら
生

活
課

(
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)

へ

消
費
生
活
講
座
参
加
者
募
集

猥
境
を
考
え
る

I

宇
宙
船

「
地
球
号
」
に
、
こ
れ

か
ら
も
安
心
し
て
乗
り
続
け
ら
れ

午
後
6
時

S
7時

＠
応
急
手
当
て
（
フ
ァ
ー
ス
ト
エ

イ
ド
）
ミ
ニ
講
座

す
ぐ
に
処
置
が
必
要
な
、
け
が

人
や
急
病
人
を
見
つ
け
た
時
に
役

立
つ
応
急
手
当
て
を
学
び
ま
す
。

▽
日
程
1
1
2
月
24
日
g
S
2
8
日
g

※
1
回
30
分
程
度
で
1
日
4
回
実

施
予
定
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

以
上
い
ず
れ
も
▽
会
場
・
問
合

せ
先
11東
部
会
館

(
6
5
8
3
.
4
3

1
1
)
 

上
手
に
泳
ぐ
こ
つ
な
ど
、
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

プ
ー
ル
の
監
視
員
に
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

る
た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
は
、

今
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容
11
2
月
17日

g
…

地
球
温
暖
化
が
招
く
も
の
／
24
日

g
…
広
が
る
「
環
境
ホ
ル
モ
ン
」

汚
染
／
3
月
5
日
困
…
恐
る
べ
き

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染

▽
時
間
11
午
後
2
時

S
4時

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員
1140
人
程
度
（
先
着
順）

※
1
回
の
み
の
参
加
も
可
。

▽
申
込
み
1
1
2
月
16
日
向
か
ら
生

活
課

(
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)

へ

▽
日
時
1
1
2
月
24
日
g
S
2
7日
画

午
後

1
時

S
2
時
、
午
後

6
時

S
7時

▽
内
容
11
ま
っ
た
＜
泳
げ
な
い
方

の
相
談
か
ら
各
種
泳
法
ま
で

▽
会
場
・
問
合
せ
先
11生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

(
6
5
8
2
.
0

0
0
2
)
／
東
部
会
館

(6583.4

3
1
1
)
 

東部会館プールで

▲ピールびんなどのリターナプルびんは、
きれいになって、また戻って来ます（市内の
資源物回収ステーションから）

▽
日
時
1
1
3
月
1
1
日
困
午
前
10
時

S
正
午

リストラ・いじめ ・退職強要
～そのときあなたは どう する？ ～ 

[>時間＝午後 6時30分～ 9時

平
成
10
年
度
の
募
集
を
し
ま
す

東
京
都
消
費
生
活
モ

女
性
の
立
場
で
今
の
社
会
を

見
つ
め
直
し
、
女
性
に
と
っ
て

も
生
き
や
す
い
社
会
を
考
え
る

の
が
「
女
性
学
」
の
立
場
で
す
。

そ
れ
に
対
応
し
て
、
男
性
の
間

▽
任
期
1
1
4
月
か
ら
1
年
間

▽
内
容
11
ア
ン
ケ
ー
ト
ヘ
の
回

答

(
8
回
程
度
）
、
会
合
へ
の
出

席

(
2
回
程
度
）
、
消
費
生
活
に

つ
い
て
の
意
見
・
要
望
書
の
提

出
ほ
か

▽
資
格
1
1
4
月
1
日
困
現
在
20

歳
以
上
の
都
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
（
公
務
員
、
東
京
都
消

費
生
活
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除

く）▽
定
員
1
1
1
千
人

▽
謝
礼
1
1
1
回
に
つ
き
1
千
700

円
程
度

▽
申
込
み
1
1
2
月
22
日
回
（
消

男

鎧は重く

ですか

高

齢

者

の

集

い

に

即

I
．
役
立
つ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

実

技

講

習

会

日野市勤労者セミナー日程表

、，

｀
 

i
'
 

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
、
作
文

「
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
思
う

こ
と
」
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
年
齢
性
別
、
職
業
、
電

話
番
号
（
在
勤
・
在
学
の
方
は
、

事
業
所
・
学
校
名
、
所
在
地
も
）
、

モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
を
、
返

信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
東
京
都
生
活
文
化
局
企

画
調
整
課
(
〒

1
6
3
|
8
0
0
1

※
住
所
不
要

6
0
3
.
5
3
8

8
.
3
0
7
1
)

へ

※
外
国
人
の
方
は
国
籍
も
記
入

を。

ニ
タ
ー

3
月
13
日
S15日
に

少
年
相
談
所

を

開

設

9

_

 

ー

＇

・ー

l
lー
ト
＼

ー，＇ 

＇ 
ヽ

▽
会
場
11生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11
生
活
課
職
員

▽
定
員
1130
人
（
先
着
順
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
み
1
1
2
月
16
日
回
か
ら
生

活
課

(
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)

へ

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
悩
ん
で

い
る
方
な
ど
、
気
軽
に
こ
相
談

く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▽
日
時
1
1
3
月
1
3
日
御

S15日

回
午
前
10
時
S
午
後
5
時

▽
会
場
11
大
丸
東
京
店

9
階

(
J
R
東
京
駅
）

▽
内
容
11覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ

ー
を
乱
用
し
て
い
る
、
い
じ
め

や
性
犯
罪
の
被
害
を
受
け
て
い

る
、
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
に

出
入
り
し
て
い
る
、
親
に
暴
力

を
ふ
る
う
、
万
引
き
・
バ
イ
ク

盗
な
ど
を
す
る
、
夜
遊
ぴ
や
無

断
外
泊
を
繰
り
返
し
、
学
校
を

休
み
が
ち
で
あ
る
ほ
か

▽
問
合
せ
先
11警
視
庁
少
年
第

1
課
少
年
相
談
係

(
6
0
3
.
3

5
8
1
.
4
3
2
1
-

に
も
男
性
中
心
社
会
の
矛
盾
が

浮
上
し
、
性
別
役
割
分
業
意
識

の
根
弾
い
社
会
を
、
も
っ
と
快

適
に
よ
り
豊
か
に
生
き
よ
う
と

す
る
「
男
性
学
」
の
研
究
が
進

ん
で
い
ま
す
。

女
性
が
「
女
性
ら
し
さ
」
の

枠
を
は
め
ら
れ
て
生
き
に
く
く

な
っ
て
い
る
こ
と
と
同
様
に
、

男
性
に
も
「
男
性
ら
し
さ
」
の

枠
を
は
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
ろ
A

気
付
い
て
、
重
い
鎧
を
脱
い
で

も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

、°ヵ 9• ; 

「―-，
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ち

市役所
ィt表電話 云 585-1111

座
老
い
い
く
こ
と
…
伝
統

講
社
会
と
高
齢
者
の
役
割

松本キミ子氏
（キミ子方式絵画技法
考案者、女子美術短期
大学非常勤講師 ） 

絵の描けない子供たちに対しての

技法考案を通して考えていること、

伝えたいこと

袋
腿
随
の
圃
し

「
老
い
い
く
こ
と
」
に
つ
い
て
、

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
日
程
・
会
場
・
内
容
1
1
2
月
21

日
中
：
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
老

人
の
権
威

S
知
恵
と
精
神
）
／
3

月
7
日
国
…
中
央
公
民
館
（
老
人

観
の
変
化
S
老
い
と
再
生
）

▽
時
間
1
1
午
前
10
時
S
1
1
時
30
分

▽
講
師
1
1
宮
田
登
氏
（
神
奈
川
大

学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
教
授
）

▽
定
員
1130
人
（
先
着
順
）

ァ

フ

リ

ー

＇

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

``l 

交
差
点
や
分
岐
点
が
記
さ
れ
た

1戸五9屋糧璽罷霞i
, •. • ,r. . ...' ・’ ・・， • :·:• :•:•. •:•:•••••,'・ '•’·’•T••, •4••••• ••••• •••,••••••'••;• , ＇ •• ••,•, 9●’•'ぷ•,•••;•,••べ ' ••,••• , ·:·:·:·:·:•:•ぷ•:·:べ＇・’●’●•, •. • 9•:•:•9•,•ぷ•;•入•9•9•••9•• ’•'•• ;••T· •9•••••, •. •. •・＇・•,•. •. •. •, •. • •'• ・. •,•,• ,• ,’• '••9•,•9••1 ' ;•••,•9•:•:••’••,••' 
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消費的な生き方を考え直そう][艮詞い国
コ
マ
地
図
を
頼
り
に
、
地
域
を
歩

く
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
家
族
一
緒

で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
3
月
8
日
回
午
前
9
時

30
分

S
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

▽
集
合
・
解
散
1
1
日
野
中
央
公
園

▽
内
容
11
豊
田
方
面
を
午
前
と
午

後
別
々
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
そ
の

合
計
タ
イ
ム
で
順
位
を
競
い
ま
す

▽
定
員
11市
内
の
家
族
を
中
心
に

し
た
グ
ル
ー
プ
•
そ
の
他
の
グ
ル

ー
プ
25
組
80
人
（
小
学
生
の
グ
ル

ー
プ
も
可
）

▽
持
ち
物
1
1
雨
具

・
筆
記
用
具
・

昼
食
▽
共
催
11
日
野
市
子
ど
も
会
連
合

会
、
G
I
N
G
A
、
日
野
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
申
込
み
11

日野市青年講座日程表

書

た

知

一

し

通

を

ま

学

―

り

入

送

こ
と
し
4
月
に
市
立
小
・
中
学

校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
に
入
学

通
知
書
を
送
り
ま
し
た
。

ま
だ
、
届
い
て
い
な
い
場
合
は

学
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
t
J

相
談
が
あ
り
ま
し
た

ら
学
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

、,0し▽対
象
1
1

〈小
学
校
〉
平
成
3
年

4
月
2
日
S
平
成
4
年
4
月
1
日

E
u
'

！
 

紛争地域の取材を続ける中で感じ

ること、見えてくるもの

国際理解教育を独自の形で展開す

る中で考えていること

K2をはじめ世界の未踏峰に単独で
挑み続ける体験から感じること

吉村峰子氏
（グロープインター
ナショナル代表 ） 
戸高雅史氏
（アルバインスクール
＆ガイドMASA ) 

日
野
市
青
年
講
座

今
年
度
の
日
野
市
青
年
講
座

は
、
講
師
の
お
話
と
話
し
合
い
形

式
で
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す。▽
日
程
・
内
容
・
講
師
11
別
表
の

市民講座日程表

長期経済不況のなかで消費的な生活を
とらえ直す
～環境について地球規模で考え地域の
中で実践しよう～

ン
利
用
く
だ
さ
い

►
芸
術
を
堪
能
し
ま
せ
ん
か

実践環境講座 1 
キャンプで学ぶ環境請座

実践環境講座 2 
いま、山はどうなっている！

やべみつのり氏
（絵本作家）

※21日は午前9時に現地集合です。五日市青年の家は、 JR五日市線武蔵
五日市駅からパス（310円）で20分程度です。

平
成
10
年
度
か
ら
生
涯
学
習
推

進
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
予
定

で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
涯
学
習

に
関
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
広
く
伺
い
た
く
「
生
涯
学
習

に
関
す
る
市
民
の
意
識
調
査
」
を

現
在
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
票
が

届
い
た
方
は
、
誠
に
お
手
数
で
す

が
、
こ
記
入
の
う
え
同
封
し
ま
し

た
封
筒
に
調
査
票
を
入
れ
、
生
涯

令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
ぶ
。
令
令
令
＆
終

、

催

ド

6

ス

・

勝

輝

、

今

令令

こ

中

が

に

m
開

バ

（

ル

年

を

に

後

令

令

7

で

生

会

グ

6

冠

一

今

ゃ

ウ

館

学

大

ン

小

栄

本

。

[

日

育

小

権

シ

台

の

日

す

令

[
君
一

i

山

本

26
体

国

手

子

沢

一

も

で

。

ゃ

ゃ

日

月

合

全

選

男

三

本

時

挙

す

令

（

日

の

快

ま

令令

令
青

12
総

r
ン

下

令

ン

年

市

た

卜

以

君

、

生

の

れ

i

の

昨

松

れ

ン

生

将

事

年

続

さ

i

高

さ

ミ

年

天

見

5

連

待

中

卜

牽

ヽ

•

J

山

年

期

ゃ

o

o

や

[

I
三
三

ゃ

j

ゃ¢
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
む

「
生
涯
学
習
に
関
す
る
市
民
の

意
識
調
査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

創造力を発揮してごみを使って遊ぼう

市
所
有
美
術
作
品
展
[

大和田一紘氏

（法政大学講師）

と
お
り

▽
時
間
11午
後
7
時
30
分
S
9時

30
分
▽
会
場
1
1
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー▽
対
象
11
お
お
む
ね
16
歳
S
3
0歳

各

30
人
（
先
着
順
）

今
年
度
の
市
民
講
座
は
、
参
加

者
が
”
実
感
で
き
る
・
実
践
し
て

い
け
る
“
こ
と
を
目
指
し
て
、
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
・
内
容
・
講
師
1
1
別
表
の

=＝＝-＝＝＝
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＝＝＝ 

中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

ヘ

生
ま
れ
〈
中
学
校
〉
昭
和
60
年
4

月
2
日
S
昭
和
61
年
4
月
1
日
生

ま
れ
※
こ
と
し
4
月
末
ま
で
に
転
校
ま

た
は
国
立
・
私
立
小
・
中
学
校
へ

進
学
を
予
定
し
て
い
る
児
童
、
生

徒
の
保
護
者
の
方
も
t
J

連
絡
く
だ

さ
い
。
▽
問
合
せ
先
11
学
務
課
6
内
線
512

国
民
金
融
公
庫
で
は

「国
の
教

育
ロ
ー
ン
」
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
進
学
・
在
学
資

金
な
ど
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
11高
校
・
短
大
・
大
学
（
留

学
も
可
）
・
専
修
学
校
等
へ
の
入

学
者
と
在
学
者
の
保
護
者

▽
融
資
額1
1
学
生
•
生
徒1
人
に

つ
き
200
万
円
以
内

市
が
所
有
し
て
い
る
地
元
作
家

の
美
術
作
品
を
、
次
の
と
お
り
展

示
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
1
1
3
月
1
5
日
同
ま
で
の
毎

週
日
曜
日
午
前
10
時

S
午
後
4
時

▽
会
場
11
南
平
小
開
放
教
室

▽
作
品
11故
・
大
坪
童
周
氏
（
日

展
）
、
故
・
斉
藤
紅
一
氏
（
独
立
美

▽
利
率
1
1
年
2
.
5
%
（

1
月
14

日
現
在
）

▽
返
済
方
法
1
1
8
年
以
内
で
毎
月

元
利
均
等
返
済
※
ボ
ー
ナ
ス
増

額
・
ス
テ
ッ
プ
返
済
も
可

詳
し
く
は
国
民
金
融
公
庫
八
王

子
支
店

(
6
0
4
2
6
.
4
6
.
7

7
1
1
)
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ーヽ
。
＞
 

術
協
会
）
、
志
村
貞
雄
氏
（
無
所
属
）

等
の
9
点
の
作
品

▽
問
合
せ
先
11文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
協
会
（
生
涯
学
習
課
内
6
内

線
545)

本だっ

新
し
く
入

市

民

講

座

と
お
り

▽
会
場
1
1
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー

(
3
月
13
日
画
・

27
日
固
）
／
五

日
市
青
年
の
家

(21
日
向

S22
日

回）▽
費
用
11
大
人
2
千
500
円
、
小
人

2
千
円
（
宿
泊
料
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
増
田
明
美
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＋

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
主
僅
11
日

ラ

ン

ニ

ン

グ

婦

人

画

報

社

野

市

教

育

委

員

会

▽

ピ

ッ

グ

パ

ン

後

の

日

本

経

済

▽
申
込
み
先
1
1
ひ
の
社
会
教
育
セ
田
中
直
毅
日
本
経
済
新
聞
社

ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

▽
知
的
生
産
の
方
法
篠
田
秀
幸

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ
ヽ

‘

9

ヽ

｀

｀

9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9
`
9

ヽ

9

、
’
ヽ
ー
、

9

、

9

ヽ

9
•
9

ヽ

9
‘
9

ヽ
9

ヽ

9

ヽ

9
`

日
本
実
業
出
版
社

▽
日
本
酒
案
内
吉
沢
実
祐

学
館

▽
現
代
テ
レ
ビ
放
送
文
化
論
渡

辺
み
ど
り
早
稲
田
大
学
出
版

部
▽
評
伝
原
敬
上
・
下
山
本
四

郎
東
京
創
元
社

▽
心
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
ダ
ニ

エ
ル
・
デ
ネ
ッ
ト
草
思
社

▽
海
外
暮
ら
し
の
英
文
手
紙
脇

山
怜
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ

▽
だ
か
ら
こ
う
な
る
の
佐
藤
愛

子
文
芸
春
秋

▽
刺
客
請
負
人
森
村
誠

一

新

潮
社

▽
も
し
川
が
ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ら

T
・
コ
ラ
ゲ
ッ
サ
ン
・
ポ
イ
ル

新
潮
社

（
中
央
図
書
館6
5
8
1
.
7
3
5
4
)
 

学
習
課
ま
で
郵
送
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
な
お
、
生
涯
学
習
諌
・
各

図
書
館
・
中
央
公
民
館
・
ふ
る
さ

と
博
物
館
・
南
平
体
育
館
に
直
接

お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

す
。
期
限
は
、

2
月
28
日
3
ま
で

で
す
さ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
生
涯
学
習
課
6
内

線

533

4ヽ

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

巾
民
体
育
大
会
結
果
懇
＂

第

35
回
市
民
体
育
大
会
の
う

ち
、
競
技
の
終
了
し
た
種
目
の
結

果
を
発
表
し
ま
す
（
優
勝
者
・
団

体
の
み
。
敬
称
略
）
。

5
月
1
5
日
、

11
月
23
日
の
2
日

間、

340
人
が
参
加
。

◇
家
庭
婦
人

▽
A
ラ
ン
ク
11六
波
羅
和
子
、
寺

本
秋
子

▽
B
ラ
ン
ク
1
1
村
上
千
代
子
、
緑

川
秀
子

▽
C
ラ
ン
ク
11
六
田
美
佐
子
、
西

村
則
子

▽
新
人
戦
11笠
井
弘
美
、
安
藤
友

子◇

一
般
ダ
ブ
ル
ス

▽
男
子
一
部
1
1
大
貫
勝
、
豊
泉
輝

彦▽
男
子
二
部
11
北
條
竜
堂
、
長
澤

優
行
▽
男
子
三
部
11篠
原
史
斗
、
大
塚

哲▽
中
学
男
子
1
1
大
塚
創
平
、
物
井

幹
武

・

▽
女
子
一
部
11
小
暮
美
千
代
、
佐

藤
文
恵

▽
女
子
二
部
11河
治
陽
子
、

神
真

理
子
▽
女
子
三
部
1
1
椛
澤
美
登
里
、
緑

川
秀
子

▽
中
学
女
子
11
小
川
智
代
、
瀬
戸

奈
美
子

5
月
23
日
に
鶴
島
御
前
山
へ
延

ベ
70
人
が
参
加
。

10
月
25
日
・

26

日
に
荒
船
山
・
横
尾
山
へ
延
べ

90

人
が
参
加
。

【
剣
道
】

10
月
12
日、

315
人
が
参
加
。

▽
小
学
3
年
以
下
11寺
田
広
之

▽
小
学
4
年
1
1
稗
田
裕
樹

▽
小
学
5
年
11
矢
部
嵩

▽
小
学
6
年
11生
沼
勇
士

▽
中
学
男
子
1
1
田
中
佑
輝

▽
中
学
女
子
11
竹
内
更
織

▽
一
般
男
子
24
歳
以
下
11竜
崎
太

E
 

良▽
一
般
男
子
25
歳

S39歳
1
1
細
川

諭▽一

般
男
子
40
歳
以
上
11
倉
井
富

雄▽
一
般
女
子
24
歳
以
下
11中
島
恵

美
子
▽
一
般
女
子
25
歳

S39歳
1
1
岡
本

咲
子
▽
一
般
女
子
40
歳
以
上
11
富
田
好

子

【
卓
球
】

10
月
26
日、

195
人
が
参
加
。

▽
一
般
男
子
11奥
村
繁
樹

▽
一
般
女
子
1
1
青
柳
末
来

▽
フ
ォ
テ
ィ
女
子
11
最
知
静
代

▽
フ
ィ
フ
テ
ィ
男
子
11松
木
秀
夫

▽
フ
ィ
フ
テ
ィ
女
子
1
1
菊
池
登
志

▽
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
男
子
11
工
藤
亨

志▽
ジ

ュ
ニ
ア
男
子
11立
川
純

▽
ジ

ュ
ニ
ア
女
子
1
1
石
原
香
理

▽
中
学
男
子
11
安
田
祐
次
郎

▽
中
学
女
子
11下
田
亜
希

▽
初
心
者
男
子
1
1
川
崎
利
三

▽
初
心
者
女
子
11
小
林
く
す
の

▽
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
11青
柳
圭

亮
•
青
柳
末
来

【
テ
ニ
ス
】

11
月
2
日
か
ら
11
月
16
日
ま
で

4
日
間
、

551
人
が
参
加
。

▽
一
般
男
子
A
1
1
山
崎
武
志

▽
一
般
男
子
B
1
1
杉
村
永
哉

▽
一
般
男
子

C
I
I筒
孝
雄

▽
一
般
男
子

D
I
I栗
田
洋

一

▽
壮
年
1
1
吉
村
正

▽
一
般
女
了
A
1
1
萩
原
陽
子

▽
一
般
女
子
B
1
1
濱
村
い
づ
き

▽
高
校
男
子
11
矢
島
寛
希

▽
高
校
女
子
11勝
山
泉

▽
中
学
男
子
1
1
金
井
重
樹

▽
中
学
女
子
11
池
田
ま
い
こ

▽
小
学
男
子
11佐
藤
正
糊

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
謀
）
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[
ぼし
9
?

憂
市
立
保
育
園
臨
時
職
員
（
登
録
）

▽
職
種
11保
母
（
資
格
の
有
無
問

わ
ず
）

▽
勤
務
地
11市
内
公
立
保

育
園
※
賃
金
等
、
詳
細
は
面
談
で
。

4
月
か
ら
の
勤
務
は
若
千
人
▽
応

募
方
法
11
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を

児
童
福
祉
課
(6
内
線
241)
へ
持
参

奎
図
書
館
嘱
託
・
臨
時
職
員

▽
勤
務
期
間
1
1
4
月
S
来
年
3
月

末
日
※
勤
務
日
時
は
図
書
館
に
よ

り
異
な
り
ま
す
▽
勤
務
地
11市
内

図
書
館
▽
勤
務
内
容
11
図
書
の
貸

し
出
し
・
返
却
及
び
整
理
等
の
補

助
▽
対
象
1155
歳
末
満
の
健
康
で

図
書
館
に
関
心
の
あ
る
方
▽
募
集

人
数
11若
干
人
▽
賃
金
11時
給
860

円
か
ら
（
交
通
費
実
費
支
給
）
▽
応

募
方
法
1
1
2
月
20
日
ま
で
に
履
歴

書
（
写
真
添
付
）
を
中
央
図
書
館

(〒

191ー

0
0
5
3
豊
田

2
の
49

6
5
8
1
.
7
3
5
4
)
へ
持
参
か
郵
送

0
市
立
総
合
病
院
臨
時
職
員

▽
職
種
11看
護
婦
▽
資
格
11お
お

む
ね

45
歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な

有
資
格
者
▽
募
集
人
数
11
若
干
人

▽
勤
務
日
時
11
原
則
と
し
て
月
曜

S
金
曜
日
午
前
8
時
30
分

S
午
後

3
時
30
分
※
面
談
で
決
定
▽
賃
金

11時
給
1
千
430
円
※
交
通
費
全
額

支
給
被
服
貸
与
、
社
会
保
険
あ

り
▽
応
募
方
法
11履
歴
書
（
写
真

添
付
）
を
同
総
合
病
院
(
〒

191|

0
0
6
2
多
摩
平
6
の
1
の
1
6

5
8
1
.
2
6
7
7
)
へ
持
参
か
郵
送

■特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
浅
川
苑

臨
時
職
員

▽
職
種
11栄
養
士
▽
資
格
1140
歳

く
ら
い
ま
で
の
有
資
格
者
▽
募
集

人
数
11
若
干
人
▽
勤
務
日
時
11週

に
3
S
4
日
午
前
8
時
30
分
S
午

後
5
時
（
約
6
カ
月
間
）
▽
賃
金
11

時
給
950
円
▽
応
募
方
法
1
1
2
月
20

日
ま
で
に
履
歴
書
を
同
苑
（
高
幡

864
の
4
6
5
9
3
.
1
1
6
5
)
へ
持
参

■シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
（
事
務
補
助
）

▽
勤
務
日
時
11週
4
S
5
日
の
午

前
8
時
30
分

S
午
後
5
時
▽
対
象

11
ワ
ー
プ
ロ
が
使
え
る
30
歳
く
ら

い
ま
で
の
健
康
な
方
▽
募
集
人
数

11
若
干
人
▽
賃
金
11時
給
860
円
▽

応
募
方
法
1
1
2
月
28
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
添
付）

を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒

1
9
1
|
0
0
1
1
日
野
本
町
2
の
4

の
7
6
5
8
1
.
8
1
7
1
)
へ
郵
送

℃
見

ポ^ーツ

■少
年
柔
剣
道
新
入
部
員
募
集

▽
内
容
・
日
時
11柔
道
…
火
曜
・

木
曜
日
午
後
5
時
S
7
時
／
剣
道

…
月
曜
日
午
後
5
時
S
7
時
、
水

曜
日
午
後
3
時
30
分
S

5
時
▽
会

場
11
日
野
警
察
署
内
道
場
▽
対
象

11市
内
在
住
の
小
3

S中
学
生
▽

申
込
み
1
1
2
月
16
日
S

3
月
7
日

に
日
野
警
察
署
少
年
係

(6586.o

1
1
0
)
へ
※
応
募
者
多
数
の
場

合
、
入
部
で
き
な
い
場
合
あ
り

宅
学
校
体
育
施
設
開
放
利
用
団
体

登
録
証
の
更
新
に
つ
い
て

▽
中
学
校
体
育
施
設
開
放
利
用
抽

選
会
に
参
加
す
る
団
体
で
、
登
録

証
の
有
効
期
限
が
3
月
31
日
で
切

れ
る
団
体
は
、
更
新
手
続
き
を
し

な
い
と
3
月
20
日
の
抽
選
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
更

新
手
続
き
は
、

3
月

10
日
ま
で
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
▽
問
合
せ
先
II

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
542

9
中
学
校
体
育
施
設
開
放

3
月
分
利
用
抽
選
会

▽
日
時
1
1
2
月
20
日
①
体
育
館
…

午
後
2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…

3

時
③
校
庭
…
4
時
▽
会
場
11市
民

会
館
小
ホ
ー
ル
▽
資
格
11各
登
録

団
体
の
構
成
員
で
団
体
証
を
持
参

し
た
高
校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ

先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
542

※
会
場
が
通
常
と
違
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

■第
2
回
日
野
市
体
協
会
長
杯
ゲ

ー
ト
ポ
ー
ル
大
会

▽
日
時
1
1
3
月

10
日
午
前
8
時
30

分
か
ら
※
雨
天
の
場
合
は

3
月
17

日
▽
会
場
11浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▽
申
込
み
1
1
2
月
20
日
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
(
6
内
線
543)
へ

み
ん
な

eメ
モ
蝙

▽
締
め
切
り
は
、

1
日
号
が
前
月
15
日
（
必
着
）
、

15
日
号
が
前
月

末
日
（
同
）
で
す
。
な
お
、
締
め
切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

の
場
合
は
、
そ
の
前
日
に
な
り
ま
す
※
衝
印
は
市
が
行
う
も
の
、

●
印
は
団
体
・
個
人
か
ら
の
投
稿
に
よ
る
も
の
で
す

［
 

■日
野
市
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会

▽
日
時
1
1
3
月

13
日
午
後

7
時

S

9
時
▽
会
場
11市
役
所
5
階
505

会
議
室
▽
内
容
11
テ
ー
ピ
ン
グ
▽

講
師
11九
原
慎
介
氏
（
多
摩
接
骨

院
院
長
）
▽
費
用
1
1
1
千
円
（
材
料

費
を
含
む
）
▽
持
ち
物
11筆
記
用

具
▽
申
込
み
1
1
3
月
2
日
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(ff
内
線
543)
へ

皇

:0んな
い

■事
業
者
の
方
を
対
象
に
「
決
算

及
び
確
定
申
告
」
無
料
相
談
会

▽
日
時
1
1
2
月
16
日
S
2
0
日、

3

月
4
日
S
6
日
・

9
日
・

10
日
午

前
9
時
S
正
午
と
午
後
1
時
S
4、

時
（
受
け
付
け
は
午
後
3
時
45
分

ま
で
）
▽
会
場
11
日
野
市
商
工
会

館
（
多
摩
平
7
の
23
の
23)
▽
持
ち

物
11前
年
の
決
算
書
・
申
告
書
控
、

帳
簿
類
、
年
金
・
保
険
等
の
納
付

書
等
、
印
鑑
、
税
務
暑
か
ら
届
い

た
書
類
等
▽
問
合
せ
先
11
日
野
市

商
工
会

(
6
5
8
1
.
3
6
6
6
)

■都
立
七
生
養
護
学
校
高
等
部
生

徒
の
追
加
募
集

▽
受
付
期
間
1
1
3
月
5
日
S
2
0
日

▽
対
象
11市
内
在
住
で
中
学
校
を

卒
業
（
見
込
み
）
し
た
知
的
障
害

者
▽
問
合
せ
先
11同
校

(6591.

1
0
9
5
)
 

■ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
裏
温
水
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

▽
対
象
1118
歳
S
3
0
歳
く
ら
い
の

健
康
で
明
る
い
方
（
長
期
可
能
な

方
）
▽
勤
務
時
間
11
火
曜
日

S
日

曜
日
午
前
9
時
30
分

S
午
後
9
時

の
3
時
間
以
上
※
詳
細
は
各
プ
ー

ル
に
問
い
合
わ
せ
を
▽
問
合
せ
先

11東
部
会
館
プ
ー
ル

(
6
5
8
3
.
4
3

1
1
)
／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
プ

ー
ル

(
6
5
8
2
.
0
0
0
2
)
▼
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
募
集
▽
対

象
11体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
に
興
味
の
あ
る
方
※
説
明
会

は
2
月
25
日
午
前

10時
か
ら
▼
北

海
道
美
幌
っ
子
＂
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
受
け
入
れ
家
庭
募
集
▽
対
象
II

小
4
S中
学
生
が
い
る
家
庭
▽
期

間
1
1
3
月
31
日
S
4
月
2
日
▼

98

年
度
親
子
教
室
会
員
募
集
▽
日

時
・
ク
ラ
ス
・
対
象

It月
曜
日
午
前

11
時

S
正
午
・
・
・
パ
ン
ダ

(
2
歳

児）
／
月
曜
・
金
曜
日
午
前
9
時
40

分
S
1
0
時
40
分
…
き
り
ん

(
3
歳

児
）
▼
春
休
み
子
ど
も
ス
キ
ー
ス

ク
ー
ル

（ス
タ
ッ
フ
も
募
集
）
▼

杢
曼
年
の
た
め
の
ス
キ
ー
教
室
▼

や
さ
し
い
民
謡
教
室
▼
沖
縄
の
一
―
―

線
教
室
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会

場
11
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先
II

同
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

■日
野
市
民
文
学
会

同
人
誌
16
号
原
稿
募
集

▽
創
作
、
随
筆
、
伝
記
、
童
話
、
詩
、

短
詩
形
文
学
な
ど
の
原
稿
を
募
集

▽
締
め
切
り
日
1
1
4
月

10
日
▽
発

行
1
1
6
月
上
旬
▽
問
合
せ
先
11
園

部

(
6
5
8
3
.
9
7
1
0
)

■日
野
市
シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
「
中
高
年
向
け
絵
画
教
室
」

ご
初
心
者
ク
ラ
ス

▽
日
時
1
1
4
月

か
ら
毎
月
第1•
第
3

水
曜
日
午

後
1
時
S
3
時
30
分
▽
定
員
1120

人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
▼

経
験
者
ク
ラ
ス

▽
日
時
11毎
月
第

1
•

第
3

水
曜
日
午
前
、
木
曜
日

午
前
、
木
曜
日
午
後
※

3
ク
ラ
ス

▽
定
員
11同
セ
ン
タ
ー
の
絵
画
教

室
に
未
参
加
の
方
若
干
人

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
会
場
11市

立
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
▽
内

容
11油
彩
、
水
彩
、
デ
ッ
サ
ン
▽
講

師
11出
水
操
氏
▽
対
象
1145
歳
以

上
の
市
民
▽
費
用
11
入
会
金
2
千

円
、
月
3
千
300
円
、
材
料
費
年
8
千

円
（
総
額
を
前
・
後
期
に
分
納
）

※
2
月

25
日
午
前
9
時
か
ら
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で
説
明
会
▽

申
込
み
1
1
2
月
17
日
S
1
9
日
に
同

セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
1
.
8
1
7
1
)
へ

■フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

▽
日
時
1
1
3
月
8
日、

4
月
12
日

午
前
9
時

S
午
後
3
時
▽
会
場
11

高
幡
不
動
尊
境
内
▽
費
用
1
1
2
千

円
▽
問
合
せ
先
11リ
サ
イ
ク
ル
運

動
友
の
会

(
6
5
7
9
.
4
0
0
3
)

■第
6
回
川
の
流
れ
る
町
コ
ン
サ

ー
ト
実
行
委
員
・
出
演
者
を
募
集

▽
4
月
19
日
午
後
1
時
か
ら
ひ
の

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者
及
び
実
行

委
員
を
募
集
▽
問
合
せ
先
11朝
比

奈
（

6
．
瞑

5
8
4
.
1
9
4
0
)

罰
もょ？

■フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
「
花
」
写
真
展

▽
日
時
1
1
2
月
17
日
S
2
2
日
午
前

10時
S
午
後
5
時
▽
会
場
11高
幡

図
書
館
▽
問
合
せ
先
11川
嶋
(
6

5
9
3
.
7
7
8
4
)
 

■至
誠
ホ
ー
ム
「
生
き
生
き
生
活

作
品
展
」

▽
日
時
1
1
2
月
18
日
S
2
5
日
午
前

10時
S
午
後
6
時
30
分
※

23
日
を

除
く
。

25
日
は
午
後
3
時
ま
で
▽

会
場
11
ア
ミ
ュ
ー
た
ち
か
わ
▽
内

容
11
同
ホ
ー
ム
利
用
者
の
作
品
展

示
▽
問
合
せ
先
11同
ホ
ー
ム
（
春

山
6
5
2
7
.
0
4
3
6
)

■子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
を
語
る
会

▽
日
時
1
1
2
月
17
日
午
後
7
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11南
平
小
会
議
室

▽
内
容
11学
校
や
家
庭
で
の
子
供

の
様
子
を
語
り
含
つ
▽
問
合
せ
先

11森

(
6
5
9
3
.
1
7
1
2
)

■水
墨
画
無
料
講
習
会

▽
日
時
1
1
2
月
19
日、

3
月
5
日

午
前

9
時
＼
正
午

▽
会
場

11
勤

労
•
青
年
会
館
▽
講
師
1
1
丁
長
林

氏
（
中
国
水
墨
画
家
）
▽
対
象
II

成
人
▽
定
員

1110
人
▽
持
ち
物
II

習
字
道
具
▽
問
合
せ
先
11
山
口

(
6
.
F
A
X
5
8
1
.
6
3
2
5
)
 

■歎
異
抄
を
読
む
会

▽
日
時
1
1
2
月
21
日、

3
月
7
日

午
後
6
時
30
分
S

9
時
▽
会
場

11

中
央
公
民
館
▽
問
合
せ
先
11花
岡

(
n
5
9
2
.
4
1
8
8
)
 

■連
続
講
座
「
敗
戦
と
新
し
い
出

発
」
⑦

▽
日
時
1
1
2
月
22
日
午
後
1
時
30

分
S
4
時
▽
会
場

11生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
内
容
11
日
本
の
敗
戦

と
「
朝
鮮
」
▽
講
師

11松
尾
純
子

氏
、
小
松
良
郎
氏
▽
費
用
11300
円

▽
問
合
せ
先
11
日
野
の
歴
史
と
地

理
を
学
ぶ
会
（
松
尾
6
5
9
1
.
2
5

6
6
)
 

■杢
界
日
野
リ
ト
ル
リ
ー
グ
（
硬

式
野
球
）
入
団
説
明
会

▽
日
時
1
1
2
月

22
日
午
前

10
時

S
正
午
▽
会
場
11東
部
会
館
▽
対

象

11来
年
度
、
小
1

S小
6
の
男

女
と
親
▽
問
合
せ
先

11吉
田

(
6

5
9
1
.
2
1
6
0
夜
間
）

■山
水
フ
ォ
ト
ク
ラ
プ
写
真
展

▽
日
時
1
1
2
月
24
日
S

3
月
1
日

午
前

10時
S
午
後
5
時
※

3
月
1

日
は
午
後
3
時
ま
で
▽
会
場
11
と

よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ

先
11
小
泉

(
6
5
8
1
.
3
7
8
1
)

■川
嶋
勇
冶
写
真
展
「
花
の
い
ろ

は」▽
日
時
1
1
2
月
24
日
S

3
月
8
日

午
前

10時
S
午
後
5
時
※

3
月
2

日
を
除
く
▽
会
場
11高
幡
図
書
館

▽
問
合
せ
先
11
川
嶋

(
6
5
9
3
.
7

7
8
4
)
 

■ひ
な
人
形
を
作
ろ
う

▽
日
時
1
1
2
月

26
日
午
前

10
時

S
1
1
時
▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
▽
対
象
1
1
1
歳

6
カ
月

S
5
歳
児
と
親
▽
費
用
11300
円
▽

申
込
み
先
11広
瀬

(
6
5
8
5
.
5
6
2

6
)
 
■講
習
会
「
高
齢
者
が
暮
ら
し
や

す
い
住
ま
い
を
考
え
る
」

▽
日
時
1
1
2
月

24
日
午
後

7
時

S
8
時
30
分
▽
会
場

11日
野
市
商

工
会
館
（
多
摩
平

7
の
23
の
23)

▽
内
容
11こ
れ
か
ら
の
住
宅
建
設

と
リ
フ
ォ
ー
ム
、
知
っ
て
お
き
た

い
ア
イ
デ
ア
と
工
夫
▽
講
師

11松

I 
-・ 1 

竹
博
文
氏
（
東
陶
機
器
跨
東
京
レ

プ
リ
ス
推
進
室
）
※
テ
キ
ス
ト
と

参
考
図
書
を
進
呈
▽
申
込
み
先
II

日
野
市
商
工
会

(
6
5
8
1
.
3
6
6

6
／
叙
586

．6
0
6
3
)

■ぉ
ち
か
わ
屋
ク
ラ
フ
ト
教
室

▽
日
時
1
1
2
月
27
日
午
後
1
時
30

分
S

4
時
30
分
▽
会
場

11第
2
お

ち
か
わ
屋
▽
内
容
11お
花
売
り
▽

定
員
11先
着
5
人
▽
費
用
1
1
1
千

500
円
▽
持
ち
物

11裁
縫
セ
ッ
ト
、

作
品
を
入
れ
る
袋
▽
申
込
み
先
II

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
ち
か
わ
屋

(
6
5
9
2
.
0
6
0
1
)
 

■一
緒
に
子
育
て
し
よ
う
カ
イ
／
．

▽
日
時
1
1
2
月

28
日
午
後

1
時

S
4
時
▽
会
場

11中
央
福
祉
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
11親
子
で
遊
ぼ
う
、

子
育
て
井
戸
端
会
議
▽
費
用
11100

円
▽
申
込
み
1
1
2
月
25
日
ま
で
に

た
す
け
あ
い
ワ
ー
カ
ー
ズ
「
B
e

す
け
っ
と
」

(
6
5
8
5
.
3
9
3
9
)
へ

■護
岸
工
事
後
の
堤
防
に
野
草
を

植
え
戻
し
ま
し
ょ
う

▽
日
時
1
1
2
月
28
日、

3
月
1
日

午
前

10時
S
午
後
3
時
▽
集
合
場

所
11平
山
橋
下
流
左
岸
の
工
事
現

場
※
小
雨
実
施
▽
問
合
せ
先
H

浅

川
勉
弾
会
（
根
津
6
5
8
1
.
4
8
6

6
)
 
■花
衣
会
の
ひ
な
ま
つ
り

▽
日
時
1
1
2
月

28
日
午
前

9
時

S
午
後
4
時
▽
会
場

11程
久
保
地

区
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
11手
作
り
び

な
20
組
と
創
作
人
形
の
展
示
※
お

手
玉
ぴ
な
（
材
料
費
200
円
）
の
講

習
あ
り
▽
問
合
せ
先

11青
柳

(
6

•1760) 2
 
g
 
5
 ■日
野
市
華
道
連
盟
ひ
な
ま
つ

り
花
無
料
講
習
会

▽
日
時
1
1
3
月
1
日
午
前
9
時
30

分
S
1
1
時
30
分
▽
費
用
1
1
1
千
500

円
（
生
花
代
）

▽
持
ち
物
11花
ば

さ
み
、
花
器
、
剣
山
▽
会
場
・
申

込
み
先

11中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
…

原
田

(
6
5
8
6
.
3
5
2
0
)
／
勤

労
•
青
年
会
館
…
百
瀬(
6
5
8
6
.

3
4
5
3
)
／
落
川
地
区
セ
ン
タ

！
：
藤
井

(
6
5
9
1
.
6
0
2
8
)
／

平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
・
：
永
友
(
6

5
9
2
.
7
7
1
9
)
※
い
ず
れ
も
2

固
定
資
産
税
．
都
市
計
画
税
（
第

4
期）

国

民

健

康

保

険

税

（

第

巳

期

）

月
25
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

■日
野
子
ど
も
劇
場
鑑
賞
例
会

▽
日
時
1
1
3
月
1
日
午
後
0
時
45

分
か
ら
と
午
後
3
時
15
分
か
ら
▽

会
場

11南
平
小
体
育
館
▽
内
容
II

ど
ん
亀
座
の
「
キ
マ
グ
レ
・
サ
ー
カ

ス
」
※

4
歳
以
上
の
会
員
制
の
会
。

費
用
は
問
い
合
わ
せ
を
▽
問
合
せ

先
11同
劇
場

(
n
5
9
1
.
5
1
3
6
)

翠
i

な

が

ま

■
「
都
民
劇
場
」
春
の
会
員

▽
都
民
劇
場
は
、
演
劇
・
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
・
歌
舞
伎
な
ど
を
手
t
J

ろ
な

料
金
で
鑑
賞
で
き
る
会
員
制
の
団

体。

4
月
30
日
ま
で
は
500
円
で
入

会
で
き
ま
す
※
案
内
書
の
請
求
は

電
話
で
▽
問
合
せ
先

11勁
都
民
劇

場
(
6
0
3
.
3
2
8
9
.
4
6
2
1
)

■女
声
合
唱
団
「
菜
の
花
」

▽
毎
週
火
曜
日
午
後
2
時
S
4
時

に
八
王
子
信
用
金
庫
日
野
支
店
な

ど
で
▽
費
用

11月
4
千
円
※
個
人

発
声
指
導
あ
り
▽
問
合
せ
先
11
天

野

(
6
5
8
3
.
3
0
4
2
)

■俳
句
を
始
め
ま
せ
ん
か

▽
毎
月
第

2
金
曜
日
午
前

10
時

S
午
後
0
時
30
分
に
中
央
図
書
館

な
ど
で
▽
対
象

11初
心
者
▽
費
用

11月
600
円
▽
持
ち
物
11筆
記
用
具

▽
問
合
せ
先
11川
島

(
6
5
8
4
.
8

5
2
5
)
 

■油
絵
「
い
い
ぜ
る
会
」

▽
毎
月
第2
•

第
4

土
曜
日
午
後

1
時
30
分
S
4
時
に
高
幡
台
小
な

ど
で
▽
費
用

11入
会
金
2
千
円
、

月
2
千
円
※
指
導
あ
り
。
初
心
者

歓
迎
▽
問
合
せ
先
11
内
田
(
6

5
9
3
.
1
0
5
9
)
 

，

■演
歌
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
操

▽
毎
月
第
1
S第
3
火
曜
日
午
後

3
時
S
4
時
30
分
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
吉
冨
（
多
摩
平
5
の
4

の
16)
で
▽
費
用

11入
会
金
500
円、

月
1
千
500
円
▽
持
ち
物
11
日
本
手

ぬ
ぐ
い
、
運
動
可
能
な
服
装
※
見
一

．

学
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11吹
上
保
育

園
（
渡
辺
6
5
8
3
.
7
6
4
8
)

■日
野
シ
ル
バ
ー
社
交
ダ
ン
ス
講

習
会
▽
月
4
回
火
曜
日
午
前

10時
S
正

午
に
J

R
豊
田
駅
北
口
駅
前
パ
ー

ク
ビ
ル

8
階
で
▽
対
象
1145
歳
以

上
の
初
心
者
ま
た
は
初
級
者
▽
費

用
11
入
会
金
1
千
円
、
月
4
千
500

円
▽
問
合
せ
先
11広
田

(6583.

0
7
5
1
午
後
2
時
以
降
）

■日
野
陸
上
ク
ラ
プ
会
員

▽
対
象
1118
歳
以
上
で
公
認
審
判

取
得
希
望
者
及
ぴ
陸
上
競
技
者
▽

問
合
せ
先
11大
野

(
6
5
8
2
.
1
8

8
3
午
後
7
時
以
降
）

■女
声
コ
ー
ラ
ス
「
あ
ん
だ
ん
て
」

▽
月
2
、
3
回
月
曜
日
午
前

10時

S
正
午
に
多
摩
平
団
地
中
央
集
会

所
か
同
西
集
会
所
で
▽
費
用
11月

1
千
500
円
※
初
心
者
歓
迎
。
見
学

自
由
▽
問
合
せ
先

11
十
見

(
6

5
8
6
.
1
2
5
3
)
 

■ペ
ン
習
字
サ
ー
ク
ル
ひ
の

▽
3

月
3

日
か
ら
毎
月
第1•
第

3
火
曜
日
午
前

10時
S
正
午
に
中

央
公
民
館
な
ど
で
▽
費
用
11
入
会

金
1
千
円
、
月
1
千
円
▽
問
合
せ

先
11
岡
島

(
6
5
8
6
.
2
6
5
6
)

■身
近
な
法
律
を
学
ぷ
会
「
あ
け

ぼ
の
」

▽
毎
月
第2
•

第
4

水
曜
日
午
前

10時
S
正
午
に
高
幡
図
書
館
な
ど

で
▽
内
容
11
専
門
家
を
講
師
に
社

会
的
事
件
の
意
見
交
換
な
ど
▽
費

用
1
1
6
カ
月
6
千
円
▽
問
合
せ
先

11
城

(
6
5
9
2
.
9
7
8
8
)

●
軟
式
少
年
野
球
フ
レ
ン
ド
中
等

部
部
員

▽
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
に
市
内
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
▽
対
象

11来
年

度
、
中
1
・
中
2
の
男
子
※
費
用

は
問
い
合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先

11
林

(
6
5
8
6
.
0
1
0
3
夜
間
）


